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平生町告示第３７号 

    平成２２年第６回平生町議会定例会を、次のとおり招集する。 

平成２２年１１月２５日 

                             平生町長 山田 健一 

   １ 期 日  平成２２年１２月１４日 

   ２ 場 所  平生町議会議事堂 

────────────────────────────── 

   ○開会日に応招した議員 

 河藤 泰明君        大井 哲也君 

 岩本ひろ子さん        田中  稔君 

 渕上 正博君        藤村 政嗣君 

 細田留美子さん        柳井 靖雄君 

 吉國  茂君        平岡 正一君 

 河内山宏充君        福田 洋明君 

────────────────────────────── 

   ○１２月２１日に応招した議員 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────── 

平成２２年 第６回（定例）平 生 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成２２年１２月１４日（火曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                      平成２２年１２月１４日 午前９時００分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 議案第１号 平成２２年度平生町一般会計補正予算 

 日程第６ 議案第２号 平成２２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

 日程第７ 議案第３号 平成２２年度平生町簡易水道事業特別会計補正予算 

 日程第８ 議案第４号 平成２２年度平生町下水道事業特別会計補正予算 

 日程第９ 議案第５号 平成２２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算 

 日程第10 議案第６号 平成２２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計補正予算 

 日程第11 議案第７号 平成２２年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

 日程第12 議案第８号 平成２２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

 日程第13 議案第９号 平生町の条例整備に伴う特別措置に関する条例 

 日程第14 議案第10号 平生町育英基金条例の一部を改正する条例 

 日程第15 議案第11号 第四次平生町総合計画基本構想の策定について 

 日程第16 議案第12号 山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について 

 日程第17 一般質問・行政報告及び提出議案に対する質疑 

 日程第18 委員会付託 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第２ 会期の決定（８日間） 

 日程第５ 議案第１号 平成２２年度平生町一般会計補正予算 

 日程第６ 議案第２号 平成２２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

 日程第７ 議案第３号 平成２２年度平生町簡易水道事業特別会計補正予算 

 日程第８ 議案第４号 平成２２年度平生町下水道事業特別会計補正予算 

 日程第９ 議案第５号 平成２２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算 
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 日程第10 議案第６号 平成２２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計補正予算 

 日程第11 議案第７号 平成２２年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

 日程第12 議案第８号 平成２２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

 日程第13 議案第９号 平生町の条例整備に伴う特別措置に関する条例 

 日程第14 議案第10号 平生町育英基金条例の一部を改正する条例 

 日程第15 議案第11号 第四次平生町総合計画基本構想の策定について 

 日程第16 議案第12号 山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について 

 日程第18 委員会付託 

   ────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

１番 河藤 泰明君       ２番 大井 哲也君 

３番 岩本ひろ子さん       ５番 田中  稔君 

６番 渕上 正博君       ７番 藤村 政嗣君 

８番 細田留美子さん       ９番 柳井 靖雄君 

10番 吉國  茂君       11番 平岡 正一君 

12番 河内山宏充君       13番 福田 洋明君 

  ────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 藤田  衛君       書記 岩井 浩治君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 山田 健一君  副町長 ………………… 佐竹 秀道君 

教育長 ………………… 高木 哲夫君    会計管理者 …………… 岩見 求嗣君 

総務課長兼選挙管理委員会事務局長 …………………………………… 吉賀 康宏君 

総合政策課長 ………… 角田 光弘君  町民課長 ……………… 安村 和之君 

税務課長兼徴収対策室長 …………………………………………………  弘中 賢治君 

健康福祉課長 ……………………………………………………………… 河野 孝之君 

経済課長兼農業委員会事務局長 ………………………………………… 中本 羊次君 
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建設課長 ……………… 洲山 和久君  佐賀出張所長 ………… 山本 俊明君 

学校教育課長 ………… 福本 達弥君  社会教育課長 ………… 木谷  巌君 

────────────────────────────── 

午前９時００分開会・開議 

○議長（福田 洋明君）  ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますの

で、これより平成２２年第６回平生町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程はあらかじめお手元に配布したとおりでありま

す。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（福田 洋明君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１０９条の規定により、議長において細田留美子議員、柳井靖

雄議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（福田 洋明君）  日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から１２月２１日までの８日間といたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、会期は８日間と決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（福田 洋明君）  日程第３、諸般の報告をいたします。諸般の報告につきましては、お

手元に配布しております議会日誌のほか地方自治法第２３５条の２第３項の規定による平成

２２年１２月分の例月出納検査の結果報告並びに地方自治法第１２１条の規定による本定例会に

おける議案等の説明のため出席を求めた者及び委任を受けた者の職氏名の報告は、お手元に配布

のとおりであります。これをもって諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

日程第５．議案第１号 

日程第６．議案第２号 

日程第７．議案第３号 
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日程第８．議案第４号 

日程第９．議案第５号 

日程第１０．議案第６号 

日程第１１．議案第７号 

日程第１２．議案第８号 

日程第１３．議案第９号 

日程第１４．議案第１０号 

日程第１５．議案第１１号 

日程第１６．議案第１２号 

○議長（福田 洋明君）  日程第４、行政報告及び日程第５、議案第１号平成２２年度平生町一

般会計補正予算から日程第１６、議案第１２号山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び

規約の変更についてまでの件を一括議題といたします。 

 町長から行政報告及び提案理由の説明を求めます。山田町長。 

○町長（山田 健一君）  議員の皆さんおはようございます。 

１２月の師走に入りましても全般的にしのぎやすい日々でございましたが、最近になりまして、

殊のほか寒さの厳しい日が続いております。にわかに師走の風情が強まってきたような昨今であ

ります。１年がたつのは早いもので、月並みの言葉でありますが、まさに「光陰矢のごとし」の

一言に尽きるきょうこのごろでございます。 

そうしたさなか、定められました、平成２２年第６回平生町議会定例会を開催いたしました

ところ、議員の皆様方におかれましては、御多忙中にもかかわりませず全員の御出席を賜りま

して誠にありがとうございます。今年の議会も今回で第６回を数えますように、この１年間、

議員の皆様には、さまざまな議案を初め、懸案事項や課題などについて御審議を賜りました。 

また、現在の地方分権や地域主権の時代にあって、各常任委員会やたくさんの研修会など議会

活動はもちろん、主体的に改革や活性化に取り組まれておられますことに、衷心より敬意を表し、

感謝を申し上げるところでございます。 

不肖、私におきましても、先般の臨時議会において述べさせていただきましたが、先月の平生

町長選挙におきまして、無投票再選の栄に浴させていただきました。改めて、議会の皆様や町民

の皆様方の御指導と御支援に、まずもって感謝申し上げる次第でございます。先週の１２月

１０日が町長の任期ということでありまして、この１１日から第４期目の町政を担当させていた

だくことになりました。今、この議場に立ち、改めてその責任の重大さに身が引き締まる思いが

いたしておるところであります。 

現在、内外とも激動の時代にあって、住み良さが実感できる平生町をつくるため、このたびの
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議会で提案をさせていただいておりますが、「第四次平生町総合計画」の実現に向けて、全力を

傾注して取り組んでまいる所存でございます。今後とも一層の御指導、御鞭撻をお願いを申し上

げるところでございます。 

それではまず、９月定例会以降の出来事について触れてみたいと思います。 

 まず、国政についてであります。１０月１日には、臨時国会が召集をされ、菅首相は所信表明

演説を行いました。「有言実行内閣」を柱に、最重要課題に「経済成長」、「財政健全化」、

「社会保障改革」の実現と、その前提として「地域主権改革」を掲げた内容となっております。 

 しかし、問題は今の国民の将来への不安を払拭するために、この掲げた方向性をどう実現する

かにかかっているわけであります。今ほど政治主導のあり方が問われていて、しっかりした将来

ビジョンとリーダーシップが求められているときはないと思います。 

また一方で、尖閣諸島付近での中国漁船の衝突事件に伴う船長の逮捕から釈放、また神戸海上

保安官が衝突映像を流出させた一連の事件を初め、ロシアの大統領が北方４島の国後島に国家元

首として初めて訪問したことなど、政府の外交能力が試される事案が頻発をしている状況であり

ます。今、国民が期待しているのは、経済成長、財政健全化、社会保障改革の実現はもちろんで

ありますが、やはり政治に対する信頼だと思います。ぜひ、与野党での議論を積み重ねる熟議の

国会となるよう期待したいと思いますし、私たちも引き続き地方の立場から必要な要望や要請を

していきたいと考えております。 

 次に、経済・雇用の情勢であります。一昨年のリーマン・ショック以降、世界経済や日本経済

は依然深刻な状況に変わりはありませんが、国の１１月の月例経済報告では「景気は、このとこ

ろ足踏み状態で、失業率が高水準にあるなど厳しい状況にある。」と公表しています。１０月の

全国の有効求人倍率は、０．５６倍と改善してきているものの、依然低い水準となっております。

完全失業率につきましては、５．１％と前月より０．１％上昇し、４カ月ぶりに悪化しておりま

す。ちなみに、山口県の有効求人倍率は０．６４倍で、県内で最も低いのが当地域の柳井職業安

定所管内の０．５倍となっております。 

 また、県内の１０月末の来春卒業予定者の就職の内定率は、高校生が７２．３％、大学生が

５２．８％という厳しい状況になっています。特に、大学生については、全国平均で就職内定率

５７．６％となっておりまして、就職氷河期と言われた２００３年前後よりも更に悪化する様相

を呈しております。若者の雇用環境問題は、社会にとって大変大きな問題であります。菅首相に

は先頭に立って、本腰で雇用対策に取り組んでもらいたいと思います。 

 また、経済情勢におきましては、先月の中旬、横浜市でアジア太平洋経済協力会議（ＡＰＥ

Ｃ）首脳会議が開催され、「横浜ビジョン」宣言が採択をされたところであります。こうした状

況の中、政府は環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）への参加問題について、来年６月に基本方針を
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出すことにいたしております。確かに、貿易自由化で恩恵を受ける業界もあるかも知れませんが、

その一方で価格の安い外国産の流入で、より深刻な打撃が見込まれる農業などをどう再構築して

いくのか、拙速な判断は地域経済や社会に計り知れない打撃を与えるものと考えております。 

次に、農業関連として、先月末、お隣の島根県の養鶏場で強毒性の鳥インフルエンザの感染の

鶏が見つかり、早急な対策を講じた報道がありました。先般、終息したばかりの宮崎県の口蹄疫

を思い出しますが、広がりが出ないよう、山口県も含めた隣接県の調査も開始され警戒が強めら

れているところであります。 

山口県におきましては、県内の養鶏場の緊急の立ち入り調査の結果、異常はなかったとのこと

でありますが、消毒剤を配布するなどの対策を講じております。現在のところ、幸いにも他地域

への発生はないようでありまして、早い段階での対応が功を奏したものと考えております。本町

としても引き続き注視をしていきたいと考えております。 

次に、異常気象についてであります。今年の夏は気象庁観測史上最も暑い夏となりました。引

き続き秋も暑い日が続いた異常気象の年でもありました。世界的にも天変地異ということがあて

はまる異常気象が頻発しておりますが、山口県におきましても、昨年７月の防府市、今年７月の

山陽小野田市や美祢市など、大きな豪雨災害が発生したところであります。 

 この１０月には、鹿児島県奄美地方で想像をはるかに超えた衝撃的な豪雨災害のニュースが飛

び込んでまいりました。短時間での急激な床上浸水を初め、がけ崩れや冠水での道路の寸断、通

信の麻痺が起こるなど、甚大な被害が出たところであります。初動対応における適確な情報伝達

が特に必要であることは言うまでもありませんが、住民の生命財産を守る行政として、最大限の

取り組みをしていかなければいけないと改めて痛感したところであります。この夏、平生町で開

催をされました、「県総合防災訓練」の成果を基本に、今後、更なる危機管理体制を構築をし、

地域防災力の向上に取り組んでまいりたいと考えております。 

次に、子供の痛ましい事件が続いております。１０月には群馬県桐生市で小学校６年生の女子

児童が、自ら命を絶った事件や先月末には下関市で６歳の女児が何者かに首を絞められ殺害され

た事件、今月に入り、埼玉県熊谷市のベビーシッターが５歳の女児に暴行を加え死亡させた事件

など、多くの幼い命が失われる悲惨な事件が多発をいたしております。我々大人がこの尊い命を

必死で守る安全・安心の社会体制づくりは急務であると思っております。こうした暗いニュース

が多発する昨今、明るいニュースについても触れておきたいと思います。 

 まず、何といっても、世界が注目をしました、チリの鉱山落盤事故で鉱山内に閉じ込められて

いた作業員３３人が６９日ぶりに全員救出されたニュースだと思います。特に生存が確認される

までの間、パニックになってもいたしかたがない状態で、残された食料や水などを共有し、行動

もルールを決めて過ごした忍耐力、統率力、協調性は、我々も見習うべきものがあると考えてお
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ります。 

次に、１０月に今年のノーベル化学賞に日本人２人が選ばれました。根岸英一さん、鈴木章さ

ん、１２月１０日ストックホルムで授賞式が行われたところであります。これで日本人の受賞者

は１８人ということであります。特に日本の子供たちの「理科離れ」が指摘をされておりますが、

今後も日本人があらゆる分野において世界で活躍し、ひいてはノーベル賞の候補に上がるような

人材の輩出を期待したいと思っております。 

また、本町においては、このたび、秋の叙勲、大臣表彰、知事表彰など、各分野で多くの個人

や団体が受賞されました。長年にわたり地域社会に御尽力をされた功績が評価をされたものであ

りまして、町としても大きな栄誉であり、心から祝福を申し上げますとともに、今後の御活躍を

お祈りをいたすものであります。 

また、この秋も各地区で盛りだくさんの行事やイベントが開催をされました。特に、住民や団

体の皆さんの手作りのイベント、行事においては、それぞれ工夫を凝らした特色のあるものとな

っておりまして、地域の元気と結束力を感じたところであります。行政としても、これからもこ

うした地域の取り組みをしっかり支援をし、大事にしていきたいと考えております。 

それでは、これから９月定例会以降の「行政報告」をさせていただきます。 

 まず、秋の行政協力員会議についてであります。 

 今年度も第２回目となる行政協力員会議を１０月の下旬に町内５会場で開催いたしました。秋

の会議は、行政協力員さんからの意見や質疑を中心に開催をさせていただいておりまして、ひざ

を交えて有意義な情報交換ができたと考えております。行政協力員さんからの御意見につきまし

ては、すぐに対応できるものや今後の検討課題とさせていただくものなどさまざまありますが、

引き続き、皆さんとの対話を基本に取り組んでまいりたいと考えております。 

次に、公立保育園のあり方についてであります。 

平生町立保育園のあり方につきましては、今後の出生数の減少に伴う園児数の減少への対応や

多様な就労形態に対応した子育てと仕事の両立支援、公立保育園に対する運営費等の一般財源化

などを勘案をいたしまして、民営化を推進することといたしております。これは、民間保育園の

活力、保育力を最大限に活用しながら、保育園運営の効率化を図るとともに延長保育、子育て支

援等多様化する保育ニーズに柔軟に対応した保育サービスを提供していこうとするものでありま

す。 

具体的には、平生保育園と宇佐木保育園は、平成２５年度末をもって廃止をし、新たな園は民

設民営として社会福祉法人が施設整備を行い、開設時期は平成２６年度からとしたいと考えてお

ります。 

なお、民営化に当たっては、子供の健全育成、保育サービスの一層の向上を図るとともに、園
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児の受け入れや保育環境に影響を及ぼすことがないように、最大限の配慮をしていかなければな

りません。今後、平生保育園と佐賀保育園（１８ページに訂正発言あり）の保護者を対象に説明

会を行って、御理解をいただけるよう努めてまいりたいと思います。 

次に、学校耐震化についてであります。 

学校耐震化につきましては、山口県は全国で耐震化率が最下位ということから、特に平成

２３年度末で二次診断の完全実施及び平成２４年度末でＩｓ値０．３未満の建物の耐震化完了を

重点的に取り組むことといたしております。 

本町におきましては、今年度実施をしておりました、佐賀小の特別教室棟及び平生小の運動場

側の普通教室棟について二次診断の結果が先般判明をし、佐賀小特別教室棟につきましては、目

標値をクリアをしておる結果となっており、耐震化が不要となったところであります。また、こ

れにより全ての校舎の二次診断が完了したことになります。なお、平生小学校普通教室棟及び平

生中体育館の耐震化工事が現在進捗中ですが、この２棟の年度末完成により０．３未満の校舎は

なくなるということで、この２点の課題については、いずれもクリアすることができるものであ

ります。 

しかしながら、本町の耐震化率は低く、今後さらに耐震化を進めていく必要があります。来年

度以降の耐震化の推進について計画的に整備すべく、現在、鋭意検討しているところでございま

すので、引き続きよろしくお願いを申し上げます。 

次に、ことしの平生町駅伝競走大会について触れておきます。 

１１月２１日に第５２回平生町駅伝競走大会が開催をされました。駅伝大会も５２回という歴

史のある大会となっておりまして、今年は４２チームの参加がありました。中でも一般の部に自

治会で編成したチームの初参加があり、地域の輪、つながりが印象深く発信されたのが、大きな

特徴でありました。 

また、今回からの取り組みといたしまして、小学生の部は児童数の減少に対応したチーム編成

を容易にするために男女混合の編成も可といたしましたが、混合チームも出場し健闘してくれま

した。ことしは、途中で繰り上げ出発になるチームが一つもなく、選手の熱い想いが途切れるこ

となく一本のタスキにつながっていきました。来年も多くのチームの参加により大会を盛り上げ

てもらいたいものだと考えております。 

次に行財政につきまして、２点ほど御報告を申し上げます。 

まず、１点目は、自治体財政健全化についてであります。県は、県と県内１９市町の健全化判

断比率を発表いたしたところでございます。これは、自治体の財政破綻を未然に防止をし、悪化

した団体に対し、早期に健全化を促すため、平成１９年に「地方公共団体財政健全化法」が制定、

施行され、健全化判断比率の４指標及び公営企業会計の資金不足比率の算定、監査委員の審査及
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び議会への報告と公表が義務付けられたことによるものであります。 

 平生町の会計におきましては、すべての指標において国が定める基準値以下となっております

が、数値の高い項目もありますことから、今後も財政健全化に向けた取り組みを進めてまいりた

いと考えております。 

 ２点目は、来年度の予算編成についてであります。去る１１月１５日の課長会議におきまして、

平成２３年度予算編成方針を示し、あわせて、財政状況の説明を行ったところであります。近年、

集中改革プランや、行政改革大綱の実践により、５０億円を下回る予算編成となっておりますが、

近年の国の経済対策に伴い、多額の補正予算を計上し、地域の活性化に取り組んできたところで

ございます。２３年度予算におきましても、非常に厳しい状況に変わりはありませんが、国の動

向を注視しながら、情報の把握に努め、持続可能な行財政基盤の確立を目指し、予算編成に取り

組んでいきたいと考えております。 

 以上で、「行政報告」を終わります。 

次に、本町の施策にかかわります国の経済・財政対策について、あわせて、触れておきたいと

思います。 

 まず、国の経済対策として、本年９月に「新成長戦略実現に向けた３段構えの経済対策」が閣

議決定をされたところでございます。３段構えの経済対策ということで、ステップ１として、円

高、デフレ状況に対する緊急的な対応として、経済危機対応・地域活性化予備費９，１８２億円

の活用を図ることといたしております。 

ステップ２として、今後の動向を踏まえた機動的対応として、一次補正予算を編成し、先般、

国会で可決成立をしているところでございます。本町に影響のある新規事業では、子宮頸がん等

予防ワクチン接種事業などがございまして、このたびの補正予算に計上させていただいておりま

す。 

また、臨時交付金としては、昨年とほぼ同様の内容の「きめ細かな交付金」と、これまで住民

生活にとって大事な分野でありながら、光が十分に当てられなかった分野に対する取り組みを支

援する新たな交付金として「住民生活に光をそそぐ交付金」の２つが創設をされ、地方交付税の

うち、普通交付税の再配分も行われることとされ、地域の目線に立った支援を拡充することとさ

れております。 

ステップ３として、平成２３年度の対応として、新成長戦略実現会議等も活用し、新成長戦略

を本格実施することにより、デフレの脱却と雇用を重点とした経済成長を目指すことといたして

おります。そのため、予算編成における「元気な日本復活特別枠」の活用や雇用促進等のための

企業減税または、規制・制度改革を推進することといたしております。 

次に、国が使途を定めている地方公共団体向けの、いわゆる「ひも付き補助金」の一括交付金
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化については、さきの地域主権戦略会議において、来年度から２年間で１兆円を超える規模で決

定をされたところであります。しかし、来年度は都道府県限定で５，０００億円を、平成２４年

度は市町村分の５，０００億円を対象としているということであります。 

また、平成２３年度の国の当初予算の概算要求では、地方の安定的な財政運営に必要となる地

方の一般財源総額については、実質的に平成２２年度の水準を下回らないよう確保するとしてお

るところでございます。 

 以上、今現在で把握しております状況について、申し上げましたが、不確定な部分も多くござ

いますので、今後も国の動向を注視しながら、情報収集を行い、対応に遺漏なきよう努めてまい

りたいと考えております。 

 こうした状況の中で、１２月１日に全国町村長大会が東京で開催され、私も出席をいたしまし

た。国に対し実行性のある経済対策を初め、来年度予算編成での財源確保、地域主権改革などに

ついて、国に強く要請を行ったところであります。 

 また、先ほど申し上げました、政府が貿易自由化に向けた環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）の

情報収集作業が進められていることについて、全国町村長大会で参加に反対する決議を採択をし

たところであります。今後におきましても、引き続き、国に対し実情に即した地方の声を議会の

皆様と連携をして取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

それでは、各議案につきまして順を追って御説明を申し上げます。 

 議案第１号平成２２年度平生町一般会計補正予算でございます。今回の補正額は、歳入歳出

それぞれ７，３７８万９，０００円の増額でありまして、予算総額は４９億７，２８１万４，

０００円となるものであります。 

  初めに、今回の１２月補正予算の中で、給料、職員手当、共済費及び退職手当業務負担金

などの人件費につきましては、本年８月の人事院勧告による給与改定と本年４月以降の人事

異動、共済組合負担金の率の改定に伴うものでありまして、それぞれの費目や各特別会計に

おいて計上いたしておりますので、その都度の説明は省略させていただきたいと思います。 

 それでは、歳出の主なものを、費目順に御説明を申し上げます。 

歳出につきましては１１ページからでございます。一般管理費の報酬では、簡易郵便局事務

取扱員と宿日直員代行の交代により指導のための出務報酬を追加をいたしております。 

１４ページからの参議院議員選挙費では、確定に伴いまして、それぞれ増額あるいは減額す

るものであります。 

１５ページから１６ページにかけての統計調査総務費では、国勢調査県委託金の追加に伴い

まして、それぞれ増額あるいは減額をするものであります。 

１７ページにかけての社会福祉総務費では、国民健康保険事業勘定特別会計の補正に伴いま
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して、繰出金の追加をするものであります。老人福祉総務費では、敬老祝金、百賀記念及び敬

老会行事につきましては事業の完了による精算でございます。認知症対応型共同生活介護施設

整備事業補助金につきましては、国庫補助金の平成２２年度地域介護・福祉空間整備等施設整

備交付金を受けて、平生町社会福祉協議会のグループホーム整備事業に対して、事業費を補助

するものであります。繰出金につきましては、介護保険事業勘定特別会計の補正に伴いまして、

減額をするものであります。 

１８ページの福祉医療対策費では、後期高齢者医療事業特別会計の補正に伴いまして、繰出

金を減額するものであります。障害者福祉費の負担金につきましては、障害者福祉サービスの

実績見込みによりまして増額するものでございます。 

１９ページの児童環境づくり推進事業費の賃金につきましては、平生児童クラブの障害児対

応のための指導員の増員に伴いまして、増額するものであります。 

２０ページの予防費では、委託料といたしまして、子宮頸がん予防ワクチン接種事業、ヒブ

ワクチン接種事業、小児用肺炎球菌ワクチン接種事業の経費を計上いたしております。これは、

国の一次補正の子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金により、県に設置される子

宮頸がん等ワクチン接種促進臨時基金の財源を活用するものであります。扶助費につきまして

は、新型インフルエンザ予防接種者で生活保護世帯と住民税非課税世帯を対象とする接種費用

の全額公費負担分を計上いたしております。なお、平成２２年度につきましては、昨年度に流

行した新型インフルエンザワクチンと従来の季節性インフルエンザワクチンを合わせた、イン

フルエンザワクチンとなっております。健康づくり推進事業費では、委託料として子宮頸がん

などのワクチン接種事業に伴いまして、接種対象者の抽出や接種者管理を行うためのシステム

の改修をするものでございます。 

２１ページにかけての環境衛生費では、動物死体処理委託料と環境衛生整備事業費補助金に

つきまして、実績見込みによりまして増額いたすものであります。 

２２ページの土地改良費では、修繕料として、佐賀上組地区の水路の改修経費を計上いたし

ております。 

２３ページの林業総務費では、有害獣防除柵等設置事業補助金を実績見込みによりまして増

額をいたしております。林業事業費では、林道大星尾国線の木の伐採を実施するため委託料を

計上しております。これは緊急雇用創出事業を活用するものであります。 

２３ページの漁港建設事業費では、漁業集落環境整備事業特別会計の補正に伴いまして、繰

出金を増額いたすものであります。 

２７ページの学校建設費では、平生小学校の改築事業に伴いまして、新校舎の玄関周辺と駐

車場及び校舎東側の整備。また、牛乳・パン保管庫の整備費を計上いたしております。 
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２９ページの図書館費では、眞工金属株式会社からの寄附金によりまして図書を購入するた

めの経費を計上いたしております。この寄附金は平成１７年度から今年度までで６回目となる

ものであります。阿多田交流館運営費では、平生回天会からの寄附金を財源に、阿多田交流館

の展示ショーケースを購入いたすものであります。 

３０ページの公債費では、確定により減額するものであります。上下水道企業費（１８ペー

ジに訂正発言あり）では、田布施・平生水道企業団の企業債償還金の確定に伴い負担金を減額

するものであります。また、柳井地域広域水道企業団の補助金につきましては、繰出基準に基

づきまして増額いたすものであります。水道料金低減対策事業補助金につきましては、平成

２２年度におきまして、田布施・平生水道企業団の運営費の財源不足が予想されることから、

増額をいたすものであります。渡船事業費におきましては、県の離島航路事業費補助金の確定

に伴い、共同運航事業の負担金を増額するものであります。 

３１ページの簡易水道事業費では、簡易水道事業特別会計の補正により繰出金を増額いたす

ものであります。 

続きまして、歳入について、御説明申し上げます。 

前に戻りまして、７ページからでございます。７ページから９ページにかけましての国庫支

出金や県支出金につきましては、歳出で御説明をいたしました各事業の特定財源でありますが、

それぞれ確定や見込みによりまして、増額あるいは減額をいたすものであります。９ページの

財政基金繰入金でありますが、一般財源の財源不足を調整するために繰り入れるものでありま

す。 

以上、最初に申し上げましたとおり、今回の補正額は歳入歳出それぞれ７，３７８万９，

０００円を追加いたしまして、予算総額は４９億７，２８１万４，０００円となるものであり

ます。 

なお、３２ページから３７ページに給与費明細書を、３８ページに地方債に関する調書を添

付いたしておりますので、御参考に供していただきたいと思います。また、人件費を計上して

おります特別会計におきましても、特別会計末尾に給与費明細書を添付しておりますので、御

参考に供していただきたいと思います。 

続きまして、議案第２号平成２２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算につい

て、御説明申し上げます。 

歳出でありますが、１０ページからであります。１０ページの保険給付費の療養諸費と

１１ページの高額療養費につきましては、実績見込みによりまして増額するものでございます。

１１ページの出産育児一時金につきましては、実績に基づきまして増額いたすものであります。

１２ページの高額医療費拠出金は、確定見込みによりまして増額をいたすものであります。 
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前に戻りまして、６ページの歳入でございますが、一般被保険者の国民健康保険税につきま

しては、景気の低迷などにより、所得割の減少が著しく、大幅な減額をいたすものであります。

国庫支出金の療養給付費等負担金につきましては、保険給付費の増額に伴うものであります。

７ページの国庫補助金の財政調整交付金と県補助金の県財政調整交付金は、保険給付費の増額

に伴うものであります。８ページの高額医療費共同事業交付金につきましては、確定見込みに

よりまして、増額いたすものであります。 

以上、今回の補正額８，８３７万７，０００円を追加いたしまして、予算総額は、１６億２，

１４８万３，０００円となるものであります。 

続きまして、議案第３号平成２２年度平生町簡易水道事業特別会計補正予算について、御説

明申し上げます。 

歳出につきまして、７ページでありますが、水道管漏水修理や残留塩素測定器の交換修理及

び塩素注入機補修に要する経費を計上いたしております。 

歳入につきましては、６ページでございますが、一般会計からの繰入金を増額いたすもので

あります。 

以上、今回の補正額は１６９万円を追加いたしまして、予算総額は、６，５３２万６，

０００円となるものであります。 

続きまして、議案第４号平成２２年度平生町下水道事業特別会計補正予算について、御説明

申し上げます。 

歳出につきましては、８ページからであります。下水道管理費の過誤納還付金は上水道の漏

水により下水道使用料を還付するものであります。下水道整備費の委託料につきましては、実

績見込みに伴う減額であります。９ページの工事請負費は、地域住宅交付金事業を減額し、通

常補助事業及び単独事業の工事費を追加計上いたしております。工事請負費全体では２９５万

円の増額となっております。 

歳入につきましては、７ページでありますが、国庫支出金につきましては、地域住宅交付金

事業の減額に伴いまして減額するものであります。町債につきましては、平成２２年度の確定

により減額するものであります。 

以上、今回の補正額１２０万円を減額いたしまして、予算総額は６億２，９２１万６，

０００円となるものであります。なお、１５ページに地方債に関する調書を添付いたしており

ますので、御参考に供していただきたいと思います。 

続きまして、議案第５号平成２２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算につい

て、御説明申し上げます。 

歳出につきましては、７ページでございます。浄化センターの修繕料と舗装補修の経費を計
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上いたしております。工事請負費でありますが、公共ますの設置事業費を計上いたしておりま

す。 

６ページの歳入でございますが、一般会計からの繰入金を増額いたすものであります。 

以上、今回の補正額９８万８，０００円を追加いたしまして、予算総額は８，５６８万３，

０００円となるものであります。 

続きまして、議案第６号平成２２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計補正予算につい

て、御説明申し上げます。 

歳出につきましては、７ページでございますが、給与改定による人件費の減額と共済組合負

担金の増額によるものであります。 

６ページの歳入でございますが、人件費の増額に伴い構成町の田布施町と上関町からの負担

金と介護保険事業勘定特別会計からの繰入金を増額いたすものであります。 

以上、今回の補正額５万１，０００円を追加いたしまして、予算総額は、２，５０４万７，

０００円となるものであります。 

続きまして、議案第７号平成２２年度介護保険事業勘定特別会計補正予算について、御説明

申し上げます。 

歳出につきましては、８ページでございますが、熊南地域介護認定審査会特別会計への繰出

金の増額であります。９ページの保険給付費の高額医療合算介護サービス等費及び高額医療合

算介護予防サービス等費につきましては、平成２２年度の給付見込みによりまして増額をいた

すものであります。 

６ページから７ページにかけての歳入でありますが、歳出の保険給付費の増額に伴いまして

それぞれ増額をいたすものであります。一般会計繰入金につきましては、給与改定と人事異動

により減額をいたすものであります。 

以上、今回の補正額４８７万５，０００円を追加いたしまして、予算総額は、１０億３，

５３４万４，０００円となるものであります。 

続きまして、議案第８号平成２２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について

御説明申し上げます。 

歳出につきましては、７ページの後期高齢者医療広域連合納付金につきましては保険料の減

額に伴い減額をいたすものであります。 

歳入につきましては、６ページでございますが、後期高齢者医療保険料につきましては、実

績に基づきまして、特別徴収保険料を減額し、普通徴収保険料を増額するものであります。一

般会計繰入金につきましては、給与費の減額に伴い事務費繰入金を減額するものであります。 

以上、今回の補正額５２３万２，０００円を減額をいたしまして、予算総額は、１億８，
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４５８万１，０００円となるものであります。 

 以上をもちまして、予算８件の説明を終わらせていただきます。 

続きまして議案第９号平生町の条例整備に伴う特別措置に関する条例について、御説明申し上

げます。 

 本条例につきましては、今年度実施いたしております例規集の見直しに係る用字、用語等の使

用について必要な措置を定めるものであります。現在の例規集は、昭和４３年１月に初版を発行

し、その後平成６年に縦書きを横書きに改版し、現在に至っております。初版から４０年余りが

経過し、時代に即した字句の変更、引用法令の確認等が必要となったことからこのたび全面的な

見直しを行うものでありますが、改正箇所が多数に上ることから、現条例の内容に変更を及ぼさ

ない範囲において、必要な改正を一括して行うものであります。 

続きまして議案第１０号平生町育英基金条例の一部を改正する条例について、御説明申し上げ

ます。 

 平生町育英基金条例に定める就学貸付制度につきましては、時代の趨勢を見きわめ、他制度と

の兼ね合いも考慮し、条例の存廃も含め検討してまいりましたが、今なお、借り受け希望者があ

る現状を踏まえ、当面は制度継続することといたしたものであります。本条例につきましては、

制度の存続に際し、条例全体を見直し、貸付対象者の要件に係る表記など、所要の改正をいたす

ものであります。 

 続きまして議案第１１号第四次平生町総合計画基本構想の策定について御説明申し上げます。 

第四次平生町総合計画につきましては、昨年来より、逐次策定状況を御報告を申し上げますと

ともに、さきの議会全員協議会におきましても、御協議申し上げ、その内容等については、御案

内のとおりであります。申すまでもなく、市町村の総合計画の基本構想は、地方自治法第２条第

４項の規定に基づき策定するものでありますが、何より、これからの平生町のあるべき姿を描き、

町民憲章に掲げる基本理念であります「明るく住みよいまちづくり」を進めるための指針を明ら

かにするものであります。目標年度を平成３２年度とし、目指すべき町の将来像を「人とまち 

きずなでつなぐ 元気な平生」と定め、みんなの笑顔が輝くまち、快適で住みよいまちなど５つ

の基本目標のもと、１１の基本政策によりまして、まちづくりを進めてまいるものであります。 

これまでも、第一次から第三次まで総合計画によりまして、町政の発展に向けて着実に各種施

策を進めてまいりましたが、第四次の計画におきましては、人口減少や少子高齢化の進行、「地

域主権時代」への移行など、目まぐるしい社会経済情勢の変化に対応すべく、新たな視点に立っ

たものも追加をいたしております。この計画の立案にあたりましては、総合政策課を事務局とし

て、庁内各課・室、各部署から策定委員、策定補助委員を選任をし、現状と課題を洗い出し、そ

の「中・長期的な対策」としての素案を作成をいたしました。 
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また、策定にあたりましては、町民の皆様の御意見をお聞きし、計画に反映させるため、町内

在住の１８歳以上の、無作為に抽出した町民２，０００人を対象に、まちづくりアンケートを実

施をするとともに、町内９会場におきまして、まちづくり懇談会を開催し、出席された多くの皆

さんから御意見をいただいたところであります。これらをもとに原案を作成し、策定委員・策定

補助委員による検討を重ねた後、この原案を平生町総合計画審議会に諮問をし、本年１１月

２５日、答申をいただいたものであります。あわせて今回、新たな試みとして、総合計画の基本

構想案、基本計画案に対するパブリックコメント、意見募集を行い、町民の皆様からの意見等を

いただいたところであります。この総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画の構成になっ

ておりますが、この内、基本構想につき地方自治法第２条第４項の規定によりまして、町議会の

御議決をお願いいたすものであります。 

 続きまして議案第１２号山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について

御説明申し上げます。 

 本議案につきましては、さきの９月定例会で、来年４月以降において、光市を山口県市町総合

事務組合の共同処理する事務のうち、交通災害共済事務を処理する団体に加えることの御議決を

いただいたところでありますが、このたびさらに萩市を加えるべくお願いをいたすものでありま

す。規約の変更につきましては、先の事案での一部改正規約が未施行であるため、当該一部改正

規約そのものの改正をいたすこととなるもので、地方自治法第２９０条の規定によりまして、一

部事務組合を構成する市町議会の議決が必要となりますので本町議会の議決をお願いするもので

あります。 

以上をもちまして、本日御提案を申し上げております議案の提案理由説明を終えさせていただ

きます。 

なお、説明不足の点もあろうかと思いますので皆様方の御質問によりまして、私並びに説明出

席者よりお答えをしたいと存じますので、よろしく御審議をいただき、御議決を賜りますように

よろしくお願いをいたします。 

○議長（福田 洋明君）  これをもって行政報告及び提案理由の説明を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。午前１０時から再開といたします。 

午前 ９時４５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１０時００分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

 ここで、山田町長から発言の訂正の申し出がありましたので、これを許します。山田町長。 

○町長（山田 健一君）  大変失礼をいたしました。提案理由説明の中で、２点訂正がございま
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すので、よろしくお願いいたします。 

 １点目は、行政報告の中で保育のあり方についての報告をする中で、「今後の平生保育園と宇

佐木保育園の保護者を対象に説明会を行って御理解をいただけるよう努めてまいります」という

ところを、宇佐木保育園を「佐賀」というふうに申し上げたようでございまして、これは大変、

宇佐木でございますのでお詫びをして訂正をさせていただきたいと思います。 

 それからもう１点。一般会計の第１号議案、一般会計補正予算の諸支出金の公営企業費の中で、

「上水道企業費で田布施・平生水道企業団の企業債の償還金の確定に伴い負担金を減額するもの

であります」というところを、「上下水道企業費」というふうに申し上げました。「下」があり

ませんので、「上水道企業費」でございます。いずれも失礼をいたしました。お詫びをして訂正

をさせていただきたいと思います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．一般質問・行政報告及び提出議案に対する質疑 

○議長（福田 洋明君）  日程第１７、一般質問・行政報告及び提出議案に対する質疑を行いま

す。 

 まず、一般質問を行います。質問の通告順により順次発言を許します。渕上正博議員。 

○議員（６番 渕上 正博君）  では、質問をさせていただきます。 

 ＴＰＰ環太平洋経済連携協定についてでございます。先ほどの行政報告にもございましたが、

改めて質問をさせていただきます。ＴＰＰは関税の原則撤廃を含んだ多国間の経済連携協定です。

菅内閣は１１月９日の閣議で関係各国との協議を開始するとの文言を盛り込んだ包括的経済連携

に関する基本方針を決定をいたしました。ＴＰＰそのものは、先ほども申し上げましたが関税の

原則撤廃を含んだ多国間の経済連携協定であり、日本の農業と地域の経済に深刻な打撃となるこ

とは明らかになると思います。今全国ではＪＡを中心に「ＴＰＰ参加と食糧自給率向上は絶対に

両立しない、参加協議を認めるな」と反対運動が全国的に広がってきているところです。また多

くの県議会、地方議会においてもＴＰＰへの加入に反対する意見書を全会一致または賛成多数で

可決をしております。当町におきましても農業、漁業に携わっておられる一次産業の方々に対し、

執行部においても、また議会においても、これは国の方針だと見過ごすわけにはいかないと思い

ます。国に対し意見書を含め議論を進めていくべきではないかと私は思います。 

 また、前原外務大臣は、ＧＤＰにおける第一次産業の割合は１.５％で、この１.５％を守るた

めに９８.５％のかなりの部分が犠牲になっていると述べております。しかし、その１.５％は日

本国民の生命を守っているわけでございます。国民に安心・安全な食糧を提供できないで何を守

るのでしょうか。穀物をつくらない民族は、必ず滅びていくと思います。農業分野の関税を完全

に撤廃すれば、日本の食糧自給率は１３％まで低下し、米の自給率は１割以下になると言われて
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おります。今地球規模での食糧不足は大問題になっているときに、輸入依存をさらに強め、豊か

な発展の潜在力を持っている日本の農業また農業に関連する産業をつぶすことになると考えられ

ますが、この点についての町長のお考えをお伺いをいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  ＴＰＰへの関係、環太平洋経済連携協定でございますけれども、政府

の基本方針が決定をされたということで、これに対する町長の考え方はどうかということでござ

います。 

 このＴＰＰ、御指摘のように貿易投資の自由化を進めていく、いわゆる経済連携協定でありま

すが、来年の１１月を期限に既に交渉がスタートしておりまして、日本は今お話がありましたよ

うに関係国との協議に加わって、来年の６月までに参加の是非を決定をして判断をしていきたい

ということで、今はその情報収集の段階にあるというのが、政府の今の立場という説明を受けて

おります。ただ、受けとめ方として、私自身もこの問題はこの秋の、今ありましたように、菅首

相が第二の開国とかいうような話でこの問題が出てきました。かなり唐突の感は否めないんです

が、行ってみればまずこういったＴＰＰへの参加の検討というのが打ち出されて、後づけで農業

政策が議論されるのではないかなと、これ順序がちょっとどうなってるんだろうというふうに率

直な感想として持ちました。この春に食料・農業・農村基本計画、これを策定をいたしまして、

日本は今から５０％の自給率を将来目指していくという方向で、そのために戸別所得補償政策等

が導入をされて、今からやっていくという方向が打ち出されたわけですから、その段階でまた今

こういう、これは農水省自体が発表したような、今御指摘があったように、このままいけば自給

率が１３％とか１４％まで落ちるんじゃないかというような話がされておりますから、この辺が

一体どうなっていくのかというのは、大変率直に憂慮せざるを得ないというのが今日の現状だと

受けとめております。 

 また、いわゆる農業そのものへの影響というものが、今御指摘がありましたように、特にこの

山口県なり本町の場合は中山間が控えております。それだけに、なかなか条件的には厳しい状況

の中で、関税が撤廃をされ、ゼロ関税というような形に将来なっていけば、これは大変、やっぱ

り農業全体も影響が、甚大な影響を受けるということは間違いないと。現在の農業生産額の約半

分ぐらいになるというふうな見積もりまで出ておるわけですから、相当深刻な受けとめ方を我々

もせざると得ないというふうに思っておりますし、農業だけではなしに、いろんな地域経済含め

ていろんな影響が想定をされます。御承知のように、我々もそういった、特に全国の町村長大会

で我々も特別決議をしたわけでございますけれども、それだけ農村地帯を抱えておる町村の、あ

る意味ではひとつのこの思いといいますか、危機感といいますか、こういうものがかなり出てき

ているのではないかというふうに思っております。私たちも本当に日本の農業と農政、しっかり
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将来の安心をして暮らしていける食糧の安全保障の観点からも、これは大事にしていかなければ

いけない分野だというふうに受けとめておりますので、今後ともこういった拙速にこの結論を出

していくということがないように、しっかり国民の合意も形成を図ってもらわなきゃなりません

し、同時に具体的には農業政策をどうしていくのかということがまだ見えておりません。この辺

も状況を少し見ながら、一体どうしていくのかということなしに、この参加を決定をしていくと

いうことがないように、これはもう全国の町村会等を通じて、しっかり我々も働きかけをしてい

きたいというふうに思っておりますし、また県とも連携を取って国の動向を見ながらしっかり関

係諸団体とも連携をして対応していきたいというふうに考えております。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（６番 渕上 正博君）  確か、今町長もちょっとお触れになられましたが、山口県の県

知事もこの中山間地の多い山口県ではデメリットのほうが多いと、こういうふうに述べておられ

ます。農業生産高も６９７億円から３５０億円となって、今これを急いで結論を出すべきではな

いと、こういうふうに述べておられます。 

 また、この１２月１日には、先ほど町長も述べられましたが、全国町村大会で政府が協議入り

を決めたＴＰＰへの参加に反対をする特別決議をされております。そこでちょっと町長にお伺い

をしたいんですが、町長はここに参加するに当たって、どういう方針を持って参加をされたのか、

どういう考えを持って参加をされたのか、一言お答えをお願いをいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  全国町村長大会での特別決議、これは大会以前から全国町村会はこの

ＴＰＰについては拙速に判断すべきでないというのは以前から、このさっきあった基本方針を政

府が決定をした時点で町村会としては申し入れをしてきたわけであります。加えてこの１２月

１日の全国大会で特別決議を採択をしたということであります。私自身はそういう町村長さん方

の意思というものがあそこに集約をされていたというふうに受けとめております。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（６番 渕上 正博君）  今町長が述べられましたが、その方針を持ってこれからも続け

ていっていただきたいと思います。 

 では、次の質問に移らさせていただきます。 

 次は、職員の非正規雇用についてでございます。今自治体職員の中で年収２００万円にも満た

ない官製ワーキングプアが数年前から問題視をされております。私は住民サービスの充実には非

正規雇用ではなくて、正規雇用が当たり前だといつも思っております。それは町民のサービスの

内容を見ますと、公務に臨時はないと思うからです。しかも、ここで問題なのは、現在の山口県

内の非正規職員の割合を見ますと、平均で２３.４％になってますが、この平生町を見てみます
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と４８.０％、このようになっております。これは、県内の平均の倍以上を示しており、また県

内ワースト１になっております。 

 この原因としては、町の財政の問題があると思いますが、私は正規職員をふやしていくことで、

住民サービスを充実させ、労働者の雇用安定を図るべきだと思います。この状態を続けていって

はならないと、今思っております。きょう、あすというわけにはいかないと思いますが、第四次

平生町総合計画のように数年をかけて非正規雇用を正規雇用へとかえていく必要があると思いま

す。また、これに対する計画を立てていく必要があると思いますが、町長のお考えをお伺いをい

たします。 

 ２点目に、非正規については、機械的な雇い止め、これは１年とか３年とか、こういう期間が

あると思いますが、これについては当町では現在どのようにしておられるのか、この２点をお伺

いをいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  平生町の非正規、非常勤職員についてでございますが、地方公務員法

の２２条の規定で、臨時的任用職員と、地方公務員法の第３条でうたっておる３３項第３号の規

定ですが、特別職の非常勤職員である嘱託職員と、二つあるわけでございますが、特に緊急の場

合、あるいは臨時のいわゆる採用ということで、臨時的任用職員を今採用をさせていただいてい

るわけでございますけれども、今の２２条の職員が１０２名です。それから地公法第３条の第

３項３号の職員が２０名、両方あわせて１２２名のかなりの高い割合を示していることは事実で

す。ただ、これだけの非常勤職員がすべてフルタイムで仕事をしておるという状況ではありませ

ん。かなり勤務の頻度の低い職員も含まれているわけでありまして、中身的にはそれぞれあるわ

けですが、ただ全体的に確かに今日まで行政改革を進めてまいりましたし、新規の採用を抑制を

してきたという事実もございます。そういう中で、一つの決して望ましい状況とは言えないかと

思っておりますが、財政状況等を考えればやむを得なかった今日の状態かなというふうに受けと

めております。ただ、検討しなきゃいけない課題はやはり当然あろうかというふうに思っており

ます。特に、今中身を見ますと保育職場なんかはかなり非常勤職員の方々がいらっしゃることも

事実でありまして、この保育のあり方そのものも、今その職場そのものをどうなのかという状況

でありますから、一定の方向がある程度固まれば、その段階でまたしっかりそこら辺の対応もさ

せていただきたいというふうに考えております。 

 一応、臨時の職員、臨時的任用職員という場合と正規の職員との採用の趣旨はそれぞれ違うわ

けでございますから、議員が指摘をされるのは、できるだけこっちを減らして正規をふやせと、

こういうことなんだろうというふうに思っております。この春から第五次の行革大綱がスタート

しておりますが、それに伴って職員定数の適正化計画というのを、町としても策定をさせていた
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だいております。そういうものを踏まえて、これから将来のそういったいかなる体制が望ましい

のか、最終的には住民サービスがしっかり提供できる体制をどうつくっていくのか、臨時の方に

はどのような業務を臨時の方にお願いをするのかと、業務内容等をしっかり勘案をして、そこら

辺の人事の体制については整備をしていかなければいけないというふうに思っております。安易

な臨時の職員に頼るということについては、問題が多いと、長期的な人材育成の面においても弊

害があるというふうに、町の職員適正化計画の中でも臨時職員等の考え方について触れておりま

す。そうしたものを踏まえて、この適正化計画を実践をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 それから、雇い止めについてでございますが、臨時職員の場合は、これ決まりで一応任期６カ

月ということになっております。さらに更新の場合は６カ月を超えない期間で行うということで、

雇い止めというよりか、その決められた任期満了という考え方に近いというふうに思っておりま

す。ただし、現実には引き続き任用が必要な職種については、それを終了した後、また本人の希

望を聞きながら任用をする等の措置を取っております。そういうことで、これからそういった臨

時職員の皆さんにも配慮した職場環境というのをしっかり考えていかなければいけないというこ

とだろうというふうに受けとめておりまして、そういった環境の構築に向けて努力をしてまいり

たいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（６番 渕上 正博君）  では、再質問させていただきます。 

 私はこのワーキングプアそのものについて、これは官が民を指導していく立場にあると思うん

ですよ。この点について、町長はどのように考えておられるか。官がこれだけ大きなああいった

非正規を抱えておって、民間を指導できるのかどうか、その点についてはどうでしょうか。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  ワーキングプアの全国的に今の置かれておる状況というのも指摘をさ

れております。官が民を指導するというよりか、官は官としてその役割、使命を果たしていって、

結局住民にとって本当にいいサービスが提供できるかどうか、民は民としてのやっぱりお互いの

労使の中で決定をされていく課題、そこがやっぱり行政としての、例えば町なんかが行政として

やる場合というのは、一定のやっぱり限界というのは当然あるだろうというふうに思っておりま

すし、また逆に町として雇用をどう創出をしていくのかという部分で、それは非常勤ということ

じゃなしに正規の雇用ということなんでしょうけれども、雇用の確保という面も我々も十分配慮

しながら、できるだけ労働条件の改善に努めていくというのが我々の立場だろうというふうに思

っております。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 
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○議員（６番 渕上 正博君）  先ほどから町長申されましたが、菅内閣は一に雇用、二に雇用、

また三に雇用と、こういうふうに言われております。先ほど町長の答弁の中で、職員の適正化計

画の実践というのを挙げられましたから、ぜひこの点を実践をされていくようにお願いをいたし

ます。質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（福田 洋明君）  田中稔議員。 

○議員（５番 田中  稔君）  それでは、私６月に一度原発の交付金、補助金について質問を

させていただきました。ということで、今回もう一度確認の意味で質問をさせていただきたいと

思います。 

 今の町にとって何が一番喫緊の課題かと申しますと、やっぱり先ほど行政報告の中でも町長か

ら話があったと思いますけれども、安定的な財源を確保して、持続可能な行政基盤の確立をやっ

ていくんだと、こういうことだというふうに私その点を非常に町長と同感でございます。という

ことで、一番手近にある金づるというのは言葉がちょっと変ですけれども、お金が入るところ、

一番手近なところにあるのがやっぱり原発だろうと私は思っております。ということで、これが

とにかく町のために必要不可欠なもんであろうと、今のところ。というふうに私は思っておりま

す。 

 ただ、これにつきましては毎年のように法律がかわっておりまして、６月の時点でも私、生か

じりで質問をしたような気もしますし、間違った点もあったようです。ということで、追いかけ

るのに大変な労力を要しまして、ということで私自身もない知恵を絞りながら追いかけているん

ですけれども、当初私の質問主意書の中に記載しました総理大臣答弁というのが実はありまして、

これも何度読んでもこの文章は、私の理解したとおりにしか理解できないんですけれども、現実

はどうもそういうことではなさそうなので、この点については私引っ込めます。 

 お願いしたいのは、町として原発交付金あるいは補助金に対してどのような動きをしていて、

どういう問題があるのかということを、まあこれは説明をしていただけないだろうかと。少なく

とも着工は目の前にありまして、必ずしも思うように進んでおりませんけれども、町民みんなが

どうなのかとかたずをのんで見守ってる段階でございます。これは、安全性を含めまして、ぜひ

とも町民及び我々に対して説明をしていただけないかというふうに実は思っている次第でござい

ます。 

 それから、２番目ですけれども、交付金・補助金交付のための計画づくりということでござい

ますけども、日本のほかの市町村について、これは交付金を受けた市町村のことを言っているわ

けですけれども、その交付金の使い方をいろいろ調べてみますと、必ずしも有効的な使い方がさ

れてるようにも、これは私のうがった見方ですけれども、思えないのですけれども、使い方にも
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いろいろあるようでございます。 

 本日の議題に上がっております第四次総合計画には、至るところにきずなだとか、協働だとか

いうふうな言葉がたびたび出てまいります。いろいろな面で町と町民とが一緒に課題に取り組ん

で行くということは、これは確かに必要なことだと、私思っております。だとするなら、この交

付金の問題につきましても広く町民の方に説明をして、着工も間近なわけでございますから、交

付金の使い方について真剣に一緒に考えて行かないといけない、これが協働だろうと私は思って

おります。最初に申し上げましたように、どういう交付金があって、補助金があるかというふう

なことを周知しない理由というのは何かあるんでしょうか。先日、中国電力の原発の説明会がご

ざいました。ここで安全性の話が十分説明があるのかなというふうに思っておりましたら、意外

と拍子抜けで、安全性について肝心な話なんですけれども、説明があまりありませんでした。若

干、欲求不満の感がいたしております。 

 それから三つ目ですけれども、少なくとも平生町は上関原発の隣接町としての特典があると考

えております。この特典を最大限に活用して企業誘致なり何なりをするべきではなかろうかとい

うふうに私思っております。ここでも私、間違い、３番目主意書の中で間違えておりまして、電

源地域振興事業補助金というのがありまして、これを二つ同じ言葉を並べておりまして、それが

私のタイプミスでございまして、電源地域振興事業補助金、この中で、原子力発電施設等周辺地

域企業立地支援事業費というのがこの中にあるんだそうです。これは何かといいますと、電気料

金の割引なんだそうです、この企業に対する。それと、もう一つがこれが間違っておりまして、

電源地域産業育成支援補助制度というのが実はありまして、これは間違っておりましたので、ち

ょっとここで文章だけ読ませていただきますと、この補助制度というのは、「電源地域の長期的

な振興を図るためには、地域にある産業や資源を地元の創意・工夫によって有効に活用しながら、

地域産業の発掘・育成を図っていくことが重要である。」と、「このため、電源地域の市町村が

主体となって実施する産業振興の事業に対して補助を行い、産業おこしのための地元の自助努力

を支援することにより、雇用の場の確保と地域の活性化を図る。本事業は市町村に対する補助事

業であり、国（経済局）が窓口となって行う事業（以下「市町村事業」という）、及び電源地域

振興センターが窓口となって行う事業（以下「センター事業」という）がある。」と、二種類あ

るようでございますけど、これが二つ目でございます。必ずしも具体的にどうだこうだというの

は、私もよく理解しているわけではございませんけど、いずれにしてもこれらの補助があること

を公に宣伝して、企業誘致、企業にとって有利なはずなんで、あるいは市町村にとって企業誘致

のために役立てることができるはずなので、これを活用しないという手はないんじゃないかとい

うふうに実は思います。 

 もう一つは主意書に書きましたけれども、柳井市には広報・安全等対策交付金をもらっている
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と、もう既にもらっていると、これは県の話でございます。平生はなぜもらわんのかというふう

なことも、逆に言われました。ということで、以上、しつこいようですけれども原発の交付金・

補助金について御質問いたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  今３点ばかり交付金に、電源立地地域対策交付金に関連をして御質問

をいただきました。６月議会のときもお話をさせていただきましたけれども、個々の問題は別に

して、今の置かれている状況と平生町の今後の対応というのは、少し現状認識をした上で対応し

ていかなきゃいけないというふうに思います。 

 確かに平生町はこの地図の上では隣接ということになるんですが、このいろんな交付金、いろ

んな種類がありますが、交付金の対象となる隣接町というのは、県、国及び周辺市町の調整によ

りいずれの隣接市町を整備計画に組み入れるかということで判断をされるということでありまし

て、まだ隣接市町に平生町が組み入れ、計画の中で、組み入れられているわけではありませんか

ら、当然これらの交付金の対象とはまだ今なっていないと。金額も時期もまだ未定というところ

なんです。だから、いずれ近い将来、いろんな動きがあるであろうから、我々とすれば今いろん

な事業の要望等についてあるいは事業の実施計画等についても、今いろんな研究をしながら、制

度の研究を含めてやりながらいつでも対応できるように、そこら辺は準備は今させていただいて

おる段階ということでありまして、県に対しても今早急に隣接の市町を決定をしていただくよう

に、そして整備計画に組み入れてもらうようにいうことで今町としてもそういう話を県にさせて

いただいておるという状況でございます。今それ以上踏み込んで今積極的に住民にＰＲせいとか、

一緒にやれということに、なかなか今そういう状況に今日は、現状ではなっていない。そういう

ひとつのしかるべき時期には、住民の皆さんや企業の皆さんに情報提供を行えるように研究をし、

準備をしていきたいというふうに今考えておる状況です。 

○議長（福田 洋明君）  田中稔議員。 

○議員（５番 田中  稔君）  今町長がおっしゃったのは、いわゆる電源開発促進、電源何で

したっけ（「電源立地」と呼ぶ者あり）要するに交付金を２で割るのか３で割るのか４で割るの

かと、どういう分配のされ方をするのかといったことで、その辺が決まっていないということだ

と思いますけれども、先ほど私が申し上げました、少なくとも企業に対する交付金、補助金です

か、については、これは何町ということじゃなくて、要するに電源地域ということで、その中に

ある企業は、それいただけるということだというふうに思います。 

 それから、先ほど三つ目に申し上げました、電源地域産業育成支援補助制度という制度が、こ

れございません、その中に。先ほど説明したやつです。この中に、山口県として柳井市、由宇町

──これ古いんで古い町名で書いてあります。ずっと書いてあるのに、平生町入ってるんですよ。
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したがって、要するに対象地域の中に入っていると私は理解するんですけども、少なくとも最初

に言いました、いわゆる着工と同時に下りてくる電源、すいませんけど、すぐ名前が出てこない

んですけど、促進、例の７１億円か７２億円、１基当たり。あの金というのは、だから２で割る

のか、３で割るのか、４で割るのかと、こういうことでございまして、要するに対象地域あるい

は市町が決まってないと、市、町が決まっていないと。だから、何ぼになるかわからんと、こう

いうことだと思います。ただ、これについて今申し上げられましたようなことは、対象町に入っ

ておりますので、だからもう少し、いわゆるＰＲをして、こういう特典があるんですよというこ

とを公にすべきだと私は思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  個別の今の交付金の対象になっているところと、そうでないところと

いうのは、現実にあることは事実であります。その内容等について角田総合政策課長のほうから

答弁をいたします。 

○議長（福田 洋明君）  角田総合政策課長。 

○総合政策課長（角田 光弘君）  それではお答えいたしたいと思います。電源交付金補助金の

関係で、隣接町としてのメリットということで、企業誘致にも生かすべきであるということでご

ざいまして、その中で電源地域振興促進事業費補助金というのがございます。２種類ございまし

て、電源地域産業関連施設等整備事業、通称Ｄ補助金といわれるものでございます。こちらにつ

きましては、現時点で平生町はまず対象になっております。 

 この補助金の内容といたしましては、工業系地域、都市計画の用途地域の中で、工業地域、工

業専用地域、準工業地域に、交付対象施設、例えば研究開発施設、試験施設等、そういうものを

整備する場合に交付される補助金でございまして、対象電源は原子力とか水力、火力、そういう

ものが対象になっております。こちらは２２年度の国の予算が１億円ということでございます。 

 もう一つ補助金ございまして、原子力発電施設等周辺地域企業立地支援事業、通称Ｆ補助金と

呼ばれるものでございます。これは、原子力が対象電源となっておりまして、内容を申しますと、

原子力立地地域におけます企業立地支援を通じての雇用促進と産業振興が目的でございます。一

定の要件はございますが、雇用増加を生む企業に対しまして一定期間にわたって電気料金の実質

的な割引措置になります補助金が、都道府県を通じて企業に交付されるものでございます。現時

点での交付対象は、立地町であります上関町のみでございまして、平生町は対象になっておりま

せん。平成２４年度９月が原子力発電施設の着工予定でございますので、平成２４年度からも平

生町も交付対象になるとのことでございます。 

 それともう一つ、電源地域産業育成支援事業の件でございますが、こちらにつきましては、柳

井火力発電関係で、過去に農業ビジョン、商業ビジョン等の作成や、海王丸を呼びました平生町
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みなとまつり、そういう事業を行う場合に財源として活用したものでございまして、平成２１年

度をもってこの事業を廃止されております。以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  田中稔議員。 

○議員（５番 田中  稔君）  わかりました。これまた私の勘違いだったのかもしれません。

というふうに、私一生懸命調べて、何年に変わりましただとかなくなりましただとか言われると、

がっくり来るんですよね。だから、どういうことなのか、要するに、どういう法律がまだ残って

て、どれを狙っているというのを、ぜひこれ説明していただきたいんですよ。以上です。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  一般質問をいたします。今回もいわゆるその弱者対策につい

て取り上げておりますが、私は家内が──個人的なことを申し上げるようになりますが、筋萎縮

症ということで車いすを押す生活がもう１０年を超えてまいりました。これで余計にこういった

問題に敏感なのもありますが、私自身としては子どものころからのひとつの大きなテーマなんで

す。私のすぐ上の兄が若干の知的障害がありまして、一番小さいときに体験したのは、いわゆる

障害者に対する差別と偏見なんです。私の兄をいろんなことで差別をする、白い目で見る。こう

いうのを身に染みて感じまして、中学校のときですが、先生もそういうことを言いましたから、

授業中に先生のあだ名を大声で何回もわめいて抗議したことがございます。 

 それから、もう一つ次に私の動機は、高校２年の春ですが、まだ新２学期始まる前に目にけが

をいたしまして、片目失明と、北浦のほうの眼科ではもう失明だという診断だったんですが、い

ろんな人の善意に恵まれまして、高度な医療を受けることができて、片目の視力を取り戻すこと

ができました。それで、これは目玉を一つもうけたわけだから、恩返しせんにゃいけんという気

持ちもありまして、学校で初めて赤十字の部活をつくって、高校の２年、３年と頑張って奉仕活

動やいろいろなことをしてまいりました。 

 それから、下松に就職をしてまいりましたが、下松に来てからも高校のときのいろいろ県内の

赤十字の仲間もいましたから、下松で一緒に赤十字の活動や施設の慰問、それから障害者を持つ

親の会との交流、いろんな奉仕活動などをやってまいりました。そこで一つの限界にぶつかって、

当時つぎはぎ闘争といいまして、こんなことをしとったんじゃ何も解決にならんということで、

政治で変えていかんとだめなんじゃないかということを気がつきまして、私が政治活動を始める

一つの大きな動機でもありました。 

 そういうずっと障害を、今まで来て、そういうところに家内がそういう病気ということで、い

ろんなことに直面をしてまいりまして、皆様以上に自分の身近な問題としてこの問題を、今取り

上げております。何回もこの問題を取り上げてきたのは、自分の一つの生涯のテーマでもありま
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すし、当面自分の生活が困ることからくることもございます。こういう観点から今回も取り上げ

てまいりましたが、ここには医療弱者と書きましたが、まだこのころには私まだ考えをまとめ切

れてなくて、一番いいのは、駐車場のことを取り上げるんですが、「やまぐち障害者等専用駐車

場利用証」という県の制度、今年８月から始まりまして、県も大々的に説明しておりましたが、

この制度が機能してないんですよ。このことについて、まず第一に、先ほどの考え方から踏まえ

て取り上げたいと思うんですがね。 

 大々的に取り上げた、私は期待をしておりました。ようなるんじゃなかろうかと。ところが、

一向に何ら変わらん。ついこういう標識を発行しただけ。町内で調べてみましたら、今４５名に

発行しておるようです。それで、これ何とも名前が面倒くさいから、いろいろ考えてみましたが、

歩行弱者専用駐車区画というのが私はいいんじゃないかと、歩行弱者。何か佐賀県のほうでは

「パーキング・パーミット」と、今までの行政からの報告も「パーキング・パーミット」という

言葉を使われておりましたが、英語でいうなら私は「プライオリティー・パーキングエリア」と

いうのがいいんじゃないかという、いわゆる優先駐車区画という。パーキング・パーミットは、

パーミットは許可なんですよね。許可をする、パーミッション、許可をする、これおかしいんで

すよ。だから、山口の人、余り使ってないようですけども、行政じゃ短い言葉になるから使って

おるようですが。 

 それから、これが言うのも面倒くさい。制度も何かさっぱり分からない。ということにぐちゃ

ぐちゃになってきておるんですよ。前の車いすマークでいろいろやってきたほうが、よっぽどよ

かったんですよね。区画を随分と対象者広げました。それはそれで私はいいと思うんですよ。歩

行弱者についていろいろと対策を取ることはいいことですが、今までの車いすの制度を拡充され

たわけでもなんでもないですから、広がっただけ、何ぼでも名前が広がっただけという程度にな

っておるんですよね。そうすると、駐車区画が今度は足りなくなるんです。今でも随分、みんな

元気な人がとめてますけど、これに対するアピールもない。それで、「車いすの人だって空いて

いるところにとめりゃええじゃないか」と皆さんお思いでしょうけど、違うんですよ。もし車い

すのエリアにとめられなかったら、その駐車場の一番遠くにとめて、遠くというか、安全なとこ

ろ、次に隣に車が駐車されないという安心なところにとめないと、下りて行ってみたら隣に車が

とまっておったら、乗ることができんのですよね。だから、確実に両側が広く確保されるところ

まで行ってとめなければならないんです。だから、今車いすの駐車場、区画が広いのは、ドアを

全開せんと乗り降りできませんから。だから、空いたところにとめればいいかということにはな

らないんですよね。こういうこともなかなか広く伝わってないですから、ぜひこの制度を、名前

を簡単にすることと同時に、もっと広く意義を徹底をする。それから区画をもっとふやす努力を

する、これ区画、対象者はふえたけど区画は全然変わっていないんですよね。だから、本当に今
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先ほど言った車いすなどは困ってくるんです、こういった政策の整合性もないと。ついアドバ

ルーンを上げただけだという感じもしますから、町の施策としてもこの点の改良をしていってい

ただきたいんです。 

 それからもう一つ、歩道の改修について、今まで何度か取り上げてまいりました。一番悪いの

は、山口銀行のところの県道のインターロッキングです。これは何度か取り上げてまいりました

が、一向に改善される様子がございません。県の管理の道路ですから、どういう今まで働きかけ

をされてきたのかお伺いをまず１点したいことと、もう一つ、ちょっと発想の転換が大事だと思

いまして、私はいろいろ、特に旧国道、旧１８８号線の町内を通っておるところ、ずっと歩いた

り自転車で通ったり車で通ったりいろいろしてみたんですが、あの歩道の縁石が大変な障害物に

なっておるんです。それは全体としていえることですが、特にもうこの信号から、そこの警察の

ところの信号から、ごめんなさい、あそこの旧平生クリニックのところからコカコーラの前を通

って西浜、道路を盛り上げて縁石もほとんど頭をつぶしておるところもありますし、それがある

から、狭いから歩道側は通れないという状況なんですよね。それで、いろいろ歩道がなかったら

危ないじゃないかという議論も随分、思いましたが、あの歩道、縁石を取ってしまって、ちゃん

と歩道として整備をして、例えば路側帯の区画もはっきりする、歩道の色も変える、いろんな対

策をして、もっと利用しやすいものにできないかという具合に考えました。その一番思いつきの

ヒントは、ＮＴＴのところの前に平生のバス停がございますが、バス停のところはみんな広うな

ってるんですよね。随分道路が広く見えるんですよ。だから、これはもっと改良したらいいのじ

ゃないかということが思いましたので、この点について出来ないかどうかということをちょっと

提案をして御答弁をいただきたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。午前１１時５分から再開いたします。 

午前１０時５０分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１１時０５分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。山田町長。 

○町長（山田 健一君）  「やまぐち障害者等専用駐車場利用証制度」に関連をして、駐車場の

適正利用について利用者のマナーがなかなかちゃんとできていないという現状が指摘をされてお

ります。 

 今、この障害者等の専用駐車場については今、御指摘がありましたように平生町で町内では今

４５件の利用証が発行されておりまして、町内で１６施設２３台を一応駐車場として確保してお

るという状況です。ただ、もちろん民間もその中に含んでおりますけれども、一応そういう状況

の中でどうもいろんな意見を聞くのに、意見等が出されておりますが、障害者等からはこういっ
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た不正な駐車に対して強制力や罰則がないから、きちんといかんのだというような不満の声も、

県のほうには寄せられておるようでございます。 

 ただ、呼び方はいろいろあろうかと思いますが、一つのマナーとして、利用者のマナーとして

しっかり定着をしていくように、我々も周知をしていかなければいけない課題だというふうに思

っておりますし、これから平生町としてもやりますが、広域でのやっぱりこれ取り組み、町内の

駐車場だけとは限りません。町から町外に行ったりというのもあるわけですし、そういう専用駐

車場についての利用の仕方について、交通安全のマナーアップともあわせてしっかり周知啓発を

していきたいというふうに考えております。同時に、広域で取り組まなければいけないというこ

ともありますから、今ちょうど８月からスタートしてきて、ちょうど暮れということですから、

いろんな事例等もあろうと思いますので、一遍県ともその辺の対応策について協議をさせていた

だきたいというふうに思っております。 

 それから、区画の拡大について、今町としては公民館新しい、新たに中央公民館のところに今

２台分確保しておりますが、これも追加をしていきたいというふうに考えておりますし、まだ整

備ができていないところについては、これからも整備をしていきたいと思いますし、民間のスー

パーとか、そういったところでまだ対応できていないところについては、町のほうからまた働き

かけをしていきたというふうに考えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

 それから、歩道の関係で例のインターロッキングですが、あっちの桜町線は以前改修をしまし

たけれども、この通りですね、特に役場の前から向こうの山銀のほうにかけて結構、要するに角

が丸くなっているところがあって、四角のところはそうでもないんですが、特に丸いところが問

題なんだろうというふうに思っております。かなり入り混じって今ここちゃんとしたところとそ

うでないところがありますので、以前やっぱり町のほうからもそういう話をして、あそこに目地

を入れてもらったんですが、もうそれが今取れて大分なくなったという現状です。今回改めてま

た県のほうにこれの改修に、一時改良について要望していきたいというふうに考えております。 

 それから、旧１８８号線、例の西浜線ですが、そこはかなり国道からこっちに引き取るときに、

それまでもそう、それからも何かあそこの車道部分を何遍もあそこの改修、舗装をやりかえてお

るようでございまして、中には歩道部とのこの高低差が２０センチくらいあるところもあるよう

です。私も実際、この前ちょっとよう見まして、これはいけんなというふうに思っておりまして、

改良する必要のある箇所だという認識は持っております。ただ、縁石との関係とか、大分こっち

からやって高くなっておりますので、縁石を撤去してというさっきの話でありましたが、その辺

の技術的な可能性、問題については少しこれから検討させていただいて、どういう改良ができる

のかということを少し研究させてもらいたいと思っております。町内何カ所か改良を要する歩道

がありますが、かなりこれは緊急度の高い歩道だというふうに受けとめて、財政的な問題含めて
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これから検討をしていかなければいけない課題というふうに受けとめております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  大体私が求めた答弁はいただいたので、まず言われましたよ

うに、全県的にこの駐車場の区画の件ですが、全県的に運動を盛り上げていかんと、ついこの制

度をつくっただけで、テレビも一時ちょっと取り上げましたけど、マナーアップといいますか、

秋田県ではかなり大々的に全県挙げてやった運動の実績があるという記録を見ました。 

 それから、全県的な運動と同時にそれぞれの個人のマナーアップということが大事になってき

ますから、ジャスコ系のスーパーでは「私は車いすの専用駐車場にはとめません」というシール

を売っているんですよね。今、車にリボンのいろんな、がん対策だとかいろんな病気対策で、い

ろんなアピールするシール張って運動していますけど、ああいった運動も考えられないかと、そ

ういう精神的なシールも売っているという状況もございますから、個人的な運動を盛り上げるこ

と、全県的な運動を盛り上げることと、それと特にスーパーに強力に働きかけてほしいんですよ。

それは、なかなか難しい問題なんですよ。スーパー自身がお客様に言うと、お客さんが来なくな

るからなかなか言いにくいと、こういう問題がございます。ですから、だれがどうするかという

問題があると思うんですよ。一番深刻なのはスーパーの駐車区画です。一番行く頻度も多いです

し、役場や公民館なかなか来るわけじゃないですから。だから、そういうスーパーを中心に働き

かけをしてほしいというのが、重点絞ってね。これをお願いをしておきたいと思います。これに

ついてちょっと、言うてみようじゃなくてちょっともっと作戦を立ててほしいんですよ。 

 それと、歩道の問題ですが、あのインターロッキングは中央線に歩道が３通りになっています

よ。第１期工事のときにあのかまぼこ型のインターロッキングを引いたんですよ。ここでは多分

大内川からそこの警察の、信用金庫の前までですか。そこの役場の前までですかね。第１期の工

事、あそこが直後にこれは何かということでいろいろあって、先ほど町長話ありましたように、

めじをつぶしたんですよ。その後、不評で上を削ってちょっと平らなインターロッキングに変わ

りました。その後、中央線の場合はこれは町に私は感謝しておるんですが、マックスバリュのあ

たりの工事のときに、とにかくもうインターロッキングやめてカラー舗装にしてくれという強力

な働きかけをしていただきまして、あの間はカラー舗装になりました。その間随分快適な使い方

に、車が快適なように歩道だって平らなほうが快適なんですよ。だから、特に急いでほしいのは

今言いました第１期工事のところの区画です。木の根っこがもうところによって、はびこってさ

らにでこぼこが激しくなっておるところがあるんですよ、銀行のちょっとこっちですが。ですか

らあれは撤去してね、カラー舗装にやりかえると。それくらいの強力な働きかけをしていただき

たいと思います。 

 それから旧国道のところ、旧クリニックから西浜の交差点まで、あの間が一番、人としては通
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る区画ですが、縁石をのけることにはかなりちゅうちょがあると思うんですよ。発想の転換が必

要だと思いますが、私はそう思いまして、また中学校の前を車で走ってみたんですよ。通学道路、

前回、前に取り上げた。ここには縁石などというのはないんですよね。だから、縁石があれば安

全なことは安全ですが、それがあることによっていろんなことの障害が起きているんですよね。

まず、使えなくなるということ。そういう意味では縁石以外の区切りをはっきり考えて、縁石を

撤去して平らにしていくという方法は、私は発想の転換としているのではないかと思いますから。

それは、つい今までの延長線の考えじゃ私これできんと思うんですよ、縁石の撤去をするという

こと。だから、そういう点での発想の転換を求めたいと思うんですが、どうですか。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  最初の専用駐車場の関係につきましては、しっかり担当課とも協議を

して、県のほうとも協議を進めていきたいと。町としてできることはまたしっかりやっていきた

いというふうに思っております。 

 それから、インターロッキングについても、これしっかりもう一回私のほうからもよく県に強

く求めていきたいというふうに思っております。 

 それから今の、縁石の町道西浜線でございますが、結局利用されておる地域の方々の実情も十

分踏まえて、地域の方々の意見等も十分踏まえながら、この縁石の扱い、それからあの辺の交通

安全対策をどうしていくか。歩道の安全、歩道をどう確保していくかということでいろいろ検討

させていただきたいというふうに思います。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  次に移ります。図書館のあり方についてですが、この問題に

ついては何回か岩本議員のほうも積極的に取り上げられてきておりますから、それに敬意を表し

ながらも、私なりにまとめたことがございますので、ちょっと取り上げてみたいと思います。 

 私ちょっと、この前から平生図書館に行かなければならない事態が発生を、１１月の初めごろ

ですか、それで久しぶりに行ってみました。それで気がついたことが何点かありまして、教育委

員会のほうに質問を出しまして調査をしていただきました。よくいろいろな調査をしていただき

まして感謝もしております。それから、これはちょっといろいろ調査をしてみようということで、

近隣の市町の図書館も全部、３つですかね、近隣の市町に行って状況も見てまいりまして、どう

したらえかろうかということで考えてみて、提案をいたしたいことが幾つか生まれました。 

 まず第１に、図書館に行って、これは私の小学校のころから初めて学校の図書というのは見る

わけですが、背表紙にラベルが張ってあるんですよね、本を分類する。これが随分不便なものだ

ということに思いついたんですよ。今まであるのが当たり前だと思っていましたが、例えば本を

探すのにあのラベルの位置に出版社が印刷してあったり、著者が印刷してあったりするんです。
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それを隠すような形で本が陳列をされておるんですよね。これは、随分不便なんですよ。１つず

つ取って見んにゃいけんですから。いろいろ調べてみましたら、本を整理する都合上、あそこに

張っておるんだと。町からの返答は１.５センチのところに張るようになっておると。ほかの図

書館の司書に聞いてみますと２センチのとこに張るようになっておりますという、いろいろな司

書の教育段階から頭の中にしみ込んでおるようなんですよね。ですから、不思議に思わないと。

私も今まで不思議に思わなかったんですが、これ不思議に思ってあの位置を変えられないかとい

うのが第１点です。もう随分不便です。実際に管理するのはバーコードもへりに張ってあります。

それから、本の整理上あそこにどうしても張らんにゃいけん理由というのがどういうことなのか、

ちょっとそうことも含めてお伺いをしたいんです。 

 それから、次に気がついたことは蔵書のことなんですが、いわゆる本の中で圧倒的な出版数が

多いのは文庫本なんですよね。それから新書本、文庫本や新書本がないんですよ。少しあるとい

う具合の返事は来ると思うんですけどね。もう私に言わせればない状態であると。それでおかし

いなと思って、ほかの市町の図書館見ましたけど、そこにも１冊を除いてないんです。文庫本や

新書本が。ある図書館ではないから、慈善団体が文庫本のコーナーを設けて寄附しているという

ところもありましたけど。これが不思議なんですよ。私はこの文庫本、新書本これは図書館で一

番充実させなければならないものだと思いますが、この点についてちょっとお考えを、どうして

なのかお考えをお伺いしておきたいと思います。 

 それから、その次は新聞・雑誌、特に新聞なんですが、新聞も一応図書館だから新聞は取って

整理しておくのが当たり前だという概念で整理されておるんだろうと思いますが、どこの図書館

もかなりの新聞を取って整理しておりました。１つ、ある図書館では１カ月分ちゃんとまとめて

表紙までつけて、何々紙、何月分とかいうように積んでおるということもあったりしましたけど、

これは本当に必要なのかどうかというのを、私はあるのが当たり前だという概念だけでやるんな

ら、予算のかなり年間、調べてみましたら２０万円超えるんですよね。それはほとんど消えてし

まうんですよ、新聞紙で。ですから、これは本当に必要なのかどうか検討してほしいということ

が。 

 それから、次。開館日なんですが、祭日が休みなんですよね、祭日が。だから、祭日、土曜・

日曜やっておりますけど、祭日がどうして休みなのかということで、児童生徒を中心に、図書館

は休日が一番利用するとこなんですよ。これも、状況見まして言ったら、休みのところもあるし、

祭日のある場合はその祭日を開館して、翌日が休みというところもあります。だから、その祭日

の開館についてちょっとお伺いをしたいです。 

 それと、最後ですが、最後じゃなかったもうちょい。私が議員に当選してきた昭和５０年ころ

というのは、平生町の図書館といったら大変地域でもこの辺でも有名でございまして、例えば隣
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町の田布施町では図書館がないからって青年団が図書館をつくる運動をしたりしておりましたが、

そのころは平生町は立派な図書館が整備されて、今の図書館ですが、地域に誇れるものだったと

思うんです。それが、だんだん時代が変わってきてもう３０年、４０年になりますから、施設全

体が老朽化と同時に手狭になってくる。蔵書もなかなか困難になってくるという状況に思いまし

た。例えば、行ってみますと、すぐ入った部屋でも、左側の部屋なんですが本棚の高さが３メー

トルあるんですよね。そうして、その本棚と本棚の間の幅が７０センチとか９０センチくらいし

かないんですよ。一人通ったらこう、図書館として蔵書があるというよりは倉庫に積んであると

いう感じなんですよ。そして、それを揺さぶったらぐらぐら動くんですよ、本棚が。これは大変

という具合に思っておったら、その後消費者庁が、新聞なんですがね、１２月の２日、本棚店頭

防止を業界に呼びかけるという、消費者庁が指導しておるんですが、札幌で古本屋さんの本棚が

転倒して子供がけがをしたという事故が起きていまして、ちゃんと高さも何ぼまでよ、幅は何ぼ

とりなさいよといろんな指導を通達を出しているんですが、これから考えれば完全にひっかかる

んですよ。それと、これだからやれと言うんじゃなくて、実際危ないですから、多分調査してお

られると思いますけど、それほど難しい工事じゃないですから、これは急いでやられる必要が、

簡単な地震ですぐ転倒してしまうんじゃないかという感じがもっておりますし、そういう状況な

んです。だから、これについてちょっとお考え聞きたいのと。 

 それで、結果としては私は建てかえていく必要があると思うんです。これから先、いわゆる合

併の問題もございます。ですから、平生町の図書館として個性のある図書館に建てかえる。例え

ば合併してもちゃんとそれは残していける、例えば特色のある、前から教育委員会のほうでも児

童図書にかなりウエートを置いた運用をされておりまして、先ほど言いました４つの中では一番

充実していますよ。それはもう感心をしております。子供たちの本を読む場所もいいです。だか

ら、こういったことをこれから先も生かしながら、それと文庫本等の充実とかいろいろな。それ

からもう一つは、電子図書の時代がこれから来るんですよね。こういった今後対応をしようと思

えば、建てかえておくということが必要ではないかと思いますから、これはまたお考え聞いた後、

次に質問したいと思います。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  高木教育長。 

○教育長（高木 哲夫君）  ただいまの図書関係の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 蔵書の管理方法ということで、本に添付してあるラベルの位置の問題でございました。私も確

認をいたしましたところ、やっぱり作者の名前が隠れておるという実態がございます。しかしな

がら、このラベルの意味するところといいますか、目的でございますけど、書架上の配列の位置

を指示する。また、利用者が必要な本を探すときに容易にする。元あった本棚に戻すとき容易に

する。図書点検を容易にする。あと一見して図書館の本と識別すると、これは蛇足でございます
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けど、そういう形で今までも過去ずっとこのラベルでもって本の管理をしてきたということが言

えるんじゃないかなと。この質問をいただいたときに背ラベルをなくして本を管理するとしたら、

どういう方法があるか考えてみろという話をいたしましたけど、残念ながら現在のところ全く思

い浮かびませんということで、やはりそれは事実そうなのか、あるいは固定観念の中でそういっ

た思いがあるのか、今後管理を含めて考えていきたいというふうに思うとこでございます。 

 次に、文庫本、新書本の充実ということでございますが、確かに蔵書数は約６万６,０００冊、

その中で文庫本が約６００冊、新書本が約４２０冊というような状況で、本当に数としては少な

いというのが実態でございます。これまで、私も読書をしてきた中の記憶としては、手軽に持ち

運べるということもあって、文庫本を自分で買ったりというような形で、読書してきた記憶が若

いときからあるわけでございますが、なぜそれが図書館にないのかということは、やはり本の購

入ということが原因じゃなかろうかなと。というのは、やはり新刊を、新しく発行されたものを

追いかけるということになれば、どうしても単行本、大きな本になってまいります。そういった

ことで、どんどんどんどんそういう観点で本を充実させてきたということから、文庫本に目が向

いてなかった、新書本にも目が向いてなかったということが、実態はあろうかと。今後、蔵書を

管理していく上で、文庫本、新書本に切りかえることによって、蔵書数は現在のキャパから考え

て新しく本をふやすというのは難しい。入れかえることによって本がコンパクトになればそれだ

け蔵書の数をふやすことができるというような思いもございますので、いい御意見をいただいた

ということで、文庫本、新書本にも注意をしていきたいというふうに考えます。 

 新聞の件でございますが、現在８紙、ローカル紙を含めて８紙を購入して閲覧に供しておりま

すが、この利用者については、平日で１０人から１５人、休日にあって２０人から２５人、ざっ

との数字でございますから、確実なものではございませんけど、利用者があることはあります。

そういった過去からの新聞の購入、閲覧という、これも一つの考え方の中で続けてきたんだろう

と思います。１年間保存をすると、なぜ保存をするのか、住民のいろんな紹介、問い合わせに対

応するために置いておくんだというような形で、今までインターネットが発達してない時期にあ

っては、私自身も過去、過去の新聞を閲覧に図書館に行ったこともございますが、今の時代から

考えればいろんな情報はネットで検索できるということから、やはりこれに固執する必要はない

んじゃないかなという思いもございます。利用者のお考え等もお聞きしながら、これからどうし

ていくことがいいか、現状を維持するのがいいか、あるいは改善改良を重ねたほうがいいのか、

これも考えていきたいというふうに思います。 

 次に、祭日の休館でございます。御承知のように今土曜日、日曜日を開館にして月曜日を休館、

そして祭日は休館、また祭日が月曜日に重なった場合、ハッピーマンデーという休日がございま

すが、このときは火曜日までもが休館というような運用状況でございます。過去に１５年か、
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１６年くらいに利用者のアンケートをとったときに、やはり祭日の開館という意見というのはな

かったということで、日曜日を半日だったのを１日開館ということで、住民サービスの向上を図

ってきたという経緯はございます。いろいろ図書館について議会でも御意見をいただく機会がご

ざいましたので、この１１月に利用者のアンケートをとりました。時間延長とか、どれだけの頻

度で図書館にいらっしゃるかとか、いろんな形で２４０人くらいの方がアンケートに答えていた

だいたんですが、たまたま時間延長が主体で、祭日の開館というのを設問で入れておりませんで

したから、祭日開館というのは４名の方がこうしてほしいという要望がアンケートの中にありま

した。当然、祭日を開館するほうがいいか悪いかという設問があれば、恐らく大多数の方が祭日

開館に丸をつけられるというふうに思っております。土日に開けてなぜ祭日が休みなのかという、

やはりどう考えても不合理なことかなという思いもいたしますが、何分職員の勤務体系、あるい

はまた開館することによっての維持管理費、こういったものも必要ということになってまいりま

すから、これについても早急に検討を重ねながら御意見もお聞きしながら、よりサービス向上を

目指した取り扱いにしていきたいという思いでございます。 

 次に、施設設備ということで、本棚の転倒のお話がございましたが、やはり確かに３メートル

近い本棚、それもスチール製のものがございまして、改めてそれを見ればやはりなんとなく冷た

い感じはするし、これが倒れてきたらどうなるんだろうかと心配をするような状況でございます。

札幌の事故を踏まえて、やはり住民サービスの向上、安全を確保するということも住民サービス

の向上につながってまいりますから、これは転倒防止に向けて早急に対処できればしていきたい

というふうに考えるとこでございます。 

 最後に、図書館の建てかえということの御提案がございました。本当に開館当時はすばらしい

施設であったというふうに聞いておりますし、私も過去の記憶の中でなんとなくそんな思いがし

ておりますが、いかんせんやはり長い年月には耐えられないというような施設になってきたのも

事実でございます。平成３年に増築をしてはおりますが、やはり近隣の新しい図書館に比べると

図書館に行って勉強しよう、読書しようという気にならないとまでも言いませんが、やはりそう

いった子供たちの気持ちを向上させる施設としては何かやっぱり足らない、不足しているという

ような思いもございますので、図書館建てかえということについては、やはり財源、財政的な問

題等もございます。こういったことをいろいろ加味しながら、図書館だけではなくて社会教育施

設、教育委員会にあっては社会教育施設全般がやはり老朽化しておりますから、こういった施設

の再整備計画というものも視野に入れて全体的なものの考え方をしなければいけないかなという

ふうに考えております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  実態もよく掌握されていい答弁をいただきました。それで、
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調べた結果、いろんなことにぶち当たりましたのでお話をしたいと思うんですが、まずラベルの

位置です。これは、もう先入観の典型ですよ。ある図書館で司書の方３人と話をしたんですが、

こんな分厚い本を持ってこられて本の整理方法はこのようにちゃんと書いていますと、２センチ

のところに張るんですと言うて一生懸命説明されるんですよね。それから、もう司書の教育の時

代から徹底的に変わらない先入観、私どもあそこに張ってあるものという先入観があったと思う

んですが、あの蔵書を整理するにあれがなけんにゃ整理が混乱してやれないということは絶対な

いと思うんですが、私は。多分へりに置いたってちょっと横を見れば済むことですから、あそこ

の位置に張らなければ、ラベルはいると思いますよ。でも、あそこの位置に張らなければ整理が

できないということはないと思うんです。あくまでも、利用者が利用しやすい方向で整理される

のが、私は正常な道じゃないかと思って、これ発想の転換ですよ、発想をぜひ変えてほしい。も

う、司書に任せちょったんじゃ絶対私は変わらないと思うんです。びっくりしたような顔をして、

なしてそういう質問をするかという顔をして返事をされるんですよね。これは、大きなテーマか

もしれませんが、発想を変えて。これはやってみることだと思うんですよ。今の時代できんこと

はないですよ。皆それこそバーコードのへりに張ってあるわけですから。それで、これが１点。

これはぜひ要望しておきます。発想を変えん限り、特にそういう司書という専門職員の発想を変

えていかんといけんと思うんですよね。 

 それから２点目、２点目は１点目とも結びつくんですが、蔵書についてですが、どうして文庫

本や新書本がないかということなんですが、教育長の説明にありましたように、どうしても新刊

を中心にいろいろやっていく。それどうしてそうなるかというと、私は１回目の質問書を出しま

して、いろいろ調べるうちにあることに気がついたんですよ。どうして新刊を追う購入体制にな

っておるのかということで、図書館の購入をするための新刊の情報収集をどこからしておるかと

いうのが一番の原因なんです。 

 その情報収集と、そこから斡旋された本を買うという仕組みになっておるんですよ。図書館の

本の。それがね、図書館流通センター、ＴＲＣとこれは事業仕分けの対象になるのかどうか知り

ませんが、全国ネットでここが図書館に新刊情報やいろんな本の斡旋等をする組織があるんです。

これについて詳しく調べておらんが、多分どこかの天下り組織だと思うんですがね。そこから図

書館に情報を提供して、そこでいろいろ調査をされて買うと。これは、私はこのセンターは随分

力を持っていると思うんです。 

 例えば、出版社や著者に対しても俺のとこの推薦を得たら、もう全国流通できますよというく

らいの力を持った組織になっておると思うんですよね。それと、司書に対しても圧倒的な力を持

ってると思うんですよ。だから、司書は発想の転換が難しいのもここにあると私は思うんですが

ね。それで、流通センターからの本の購入状況を調べたら、平生町は案外少ないんです。約半数
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ですね。ところによっては７割、８割というとこもあるんですよ。もう自分は全然考えないで、

ここから斡旋、紹介されたものだけ買うと。それはもういろいろあるでしょうね、そこからそう

いう状況で、そこまではまだ詮索はしませんけど、調べてみるとどうしてもこういう組織にぶつ

かりますね、私今まで。それが弊害になっているんですよ。 

 例えば、平成１４年にあそこを見ましたら、立花隆さんの田中眞紀子研究という本を購入して

いるんですよね。これがどれだけの歴史に耐え抜く力があったかということでは、新刊、新刊で

買うがもうすぐスクラップになるような本がある。私は、その程度の本だと思いますけど。ちょ

うど田中眞紀子さんが、小泉さんと組んでいろいろあったころの出版だと思う。その当時は話題

になったかもしれんけど、ただどう考えても歴史に耐える本じゃなくて、選択としては私はいい

選択じゃなかったと思うんですけどね。そういう傾向が生まれて、歴史に耐える文庫本は購入は

後回しになっておるという状況がひとつあるのではないかという気がしました。 

 でも、平生町の場合は私は、よく頑張っておられると思います。いろいろ自分で調べて、例え

ば、来た人からの要望、読み聞かせの人からの要望、そういうのをとらえてかなり購入もしてお

られますから、３５０万円くらいの予算を使っていいかなと思いますが、先ほど言いましたよう

に文庫本はこれからの課題でいいと思うんです。それで、そういった発想を転換して自分の頭で

考えた運営をするように心がけてほしいというのがあるんですよ。 

 それと、文庫本については先ほどありましたように、先ほどの考えでいいんですが、ぜひこれ

やってほしいのは本当に歴史に耐えた作品なんですよ。例えば、著者が出版をしてちゃんと売れ

るという見通しができたら、２年か、３年たった後で文庫本で再版されるんですよ。だから、そ

の文庫本というのは歴史に耐えたというひとつのあることです。それともう一つは、例えばトル

ストイやロマン・ロランといった世界の文豪、日本でも藤村や夏目漱石とそういった本がないん

ですよ。子供たちにそういった本当にクラシックともいえるような歴史に耐えた、全集じゃ読み

はしませんから文庫本でそろえていただきたいと思います。この前その４つの図書館に行ったう

ちの１つにロマン・ロランのジャン・クリストフがございました。私は人生にかえた本なんです

が、そういった「ああ、久しぶりにこの本に出合えたな」という感慨も持ちましたが、そういっ

た本当に成年の時期、子供の時期にそういう世界の文豪、日本のいろんな文豪の書籍に触れると

いうことは大切だと思います。そうすると文庫本をどんどん充実していくことが一番、当面、新

刊が文庫本になったんじゃなくて、ずっと以前からあるものそういったものを当面購入計画に入

れていただきたいと思います。あと、図書館の危険防除の話はもう十分調査をされていますから、

お願いしまして終わります。新聞についてもよく検討してください。 

 それで、最後の建てかえの問題なんですが、先ほど町長これお考えをお伺いしたんですが、田

中議員の質問に今いろんなことを、電源交付金の話です。いろんなことをどうあってもいいよう
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にまとめておるという話をしておられましたが、制度が使えるようになったら手遅れのないよう

に、私はこれは簡単に組み込める計画だと思うんですよ。これがもう目の前に来ているわけです

よね。それは第一番に、教育長の答弁も図書館だけ突出したらいけんからいろいろと計画をとい

うようにうまく言ったんだと思いますけど、図書館を第一に建設計画に入れていただきたいと思

うんですよ。この点については、先ほどのものが始め教育長、あと最後は町長お考え聞いておき

たいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  高木教育長。 

○教育長（高木 哲夫君）  背ラベルの再質問でございますが、今背表紙に張ってあるのを違う

ところにということで、どうしても本を整理していく上で、日本十進分類という形で、総記から

文学までの中で分類がされてありますから、ゼロから９までこの数字がわからない限りはやはり

どこへ配架しているかということが、バーコードだけではそこのデータがありませんので、また

ハンディーターミナルと言って携帯電話のちょっと大きめくらいのものなんですけど、それで

バーコードを読み取りますが、その機械にはデータが出ません。パソコンに連結して初めて出て

くるものですから、なかなか背ラベルの番号がない限りは管理、配架が難しいということがあり

ますので、実際には違う場所でどうかということで考えさせてみたいと思います。 

 文庫本につきましては、図書も購入する計画ということで、先ほどもお話いただきましたよう

に、いろんな形で３５０万円の当初で認められた予算の使い方についてはいろんな角度で本の購

入にあたっております。本当に自信持って言えるのは、おはなし会とかがいろんな形で読書の協

力をいただいておりますが、そういった方々から意見をいただいてこういう本をという形で児童

図書がそこまで充実をしてきたんだろうと思っておりますが、そういう意見を大切にしながら、

これからも本の購入には当たっていきたいというふうに思います。 

 建てかえについては、私のほうとしては将来の課題として認識をしております。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  図書館の建てかえについての今質問をいただきまして、教育長のほう

から社会教育施設の再整備計画の策定の中でという答弁がありました。町としてもそういう社会

教育施設を含めて公共施設の整備を計画的にやっていこうという基本的な考え方がありますので、

この辺もその中でも考えていかなきゃいけない施設の１つだという位置づけはあろうかと思いま

す。これから教育委員会とも十分協議をしながら、もちろん財源の確保ということが大前提にな

りますが、その辺もにらみながら十分協議をしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  最後になりますが、建てかえについてですが、先ほど申しま

したように４つの図書館を見て歩きました時期がちょうど期末試験の時期であった。ちょうど受
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験前の今時期ですから、生徒、いわゆる中学生や高校生が随分どこの図書館にもおりました。図

書館って、ちょっとみんなそういういろんな生徒や子供たちが勉強する場にも今はなっておるん

ですよね。家庭の事情もいろいろあったりもするし、ゆっくり落ち着いて勉強ができる場所とい

うことで、積極的に図書館を使うという子供たちの姿を見ていいなという具合につくづく思いま

した。そういう点では、今の子供たちの夢を広げるという意味では、今の施設ではもう限界に達

しておりますし、蔵書もせっかくあれだけのものがありながら、十分機能を発してないという状

況もございます。財源の問題が一番だということですが、先ほど申しましたようにいずれ電源交

付金の使用についての計画はつくっていかなければならないし、先ほど答弁もありましたように

いつあってもいいように段々急いで準備しよるという話のようですから、そういったことも十分

念頭に入れながら、子供たちの夢を育てるような図書館をつくっていただきたいと思います。 

 一昨日ですか、倉敷の大原美術館のことをちょうどテレビでやっておりまして、あれは大原孫

三郎さんという変わった経済人がつくった立派な美術館で、私も大好きなんですが、そこの館長

は美術館は絵を並べておるところじゃないんだと。文化を発展させる装置なんだという表現をし

ておりました。図書館も本並べておるとこじゃないと思うんですよ。そういう今いろんな子供た

ちが夢を持って集まってくる。それが、いろんなものを見らしていく。またそこの図書館の読み

聞かせの方なども中心に、リーダーがいろんなことを子供たち町民に向けて文化をつくっていく

発信の場にする、そういう場だと思いますから、いいものをぜひつくっていただきますように要

望しておきます。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  皆要望でいい。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  ちょっとまだ次、その次、これは困ったことですね。余りこ

れ前回に続いてですが、余り言いたくないんですけど、前回の質問、９月の定例会で質問をいた

しました中に、いわゆる新年度の予算をつくるにあたっての同じものが出たということについて

質問をいたしました。それで、調査結果を報告をしてくださいよと、それはしますということで

ありました。その本会議が済んだ後の全協で、突然関係者からいろんな話がございまして、謝罪

が中心であったが私は謝罪される気持ちはよく理解もしますし、大変だったと思いますし、でも

それが目的ではなくて、そういうことが次に起きないようにするのが目的であったわけですが、

その中に同じ文書が出てきたこと原因がわからないという報告があったんですよ。このことだけ

についてちょっと質問をしておきたいんですが、これは９月定例会の私の質問と町長の答弁です。

これは、一応皆さん、議員の皆さん目を通されて署名の段階、製本される前でありますから、大

体このようなことを言われたということにして、ちょっと読みたいと思うんのですが、「どうし

てそういうことになったのか全く本当にわからない部分もありますが、これは結果責任ですから、

本当にこういう結果について極めて遺憾であります。本当に再発防止に向けたチェック体制をも
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う一度しっかりつくり上げていくしかないというふうに考えております。」それから、その後、

「それぞれの事件・事故についてはあるいはまた対応については、それなりの背景というものが

あるわけですから」ということを言って、最初にも申し上げましたように、「これからも発生す

る可能性がありますから、どこにどういう問題があったのかということをチェックしながらやっ

ていくと、これをしなければ再発防止にならない」という答弁をいただいておるんですよ。とこ

ろが、その結果がわからないという答弁だったんです。だから、この点については、あのときに

通告しておったわけですから、しかるべき調査をされて報告されてもよかったんですが、余りい

い質問じゃございませんから、あれでおきました。しかし、それ以後慎重に調査をされてああい

う報告だったんでしょうが、どうしてそういうことになったのか、町長の調査結果と考えをお伺

いをしておきたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時からといたします。 

午前１１時５７分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後 １時００分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

 ここで、山田町長から発言の訂正の申し出がありますので、これを許します。予算書の提案の

訂正の申し出がありますので、これを許します。 

○町長（山田 健一君）  大変申しわけございませんが、予算書の中に訂正の箇所がございまし

たので、その部分については総合政策課の角田課長から皆さんに報告をさせていただきます。十

分これからも気をつけていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  角田総合政策課長。 

○総合政策課長（角田 光弘君）  それでは、今回御提案いたしております平生町介護保険事業

勘定特別会計補正予算書におきまして、１カ所訂正箇所が発見されましたので、御報告させてい

ただきます。お手元の介護保険事業勘定特別会計の予算書の歳入の７ページのとこでございます。

繰入金の中の項が基金繰入金、目が介護保険給付費準備基金繰入金、節も同じ名称、説明欄も介

護保険給付費準備基金となっておりますが、基金の名称に介護保険、「保険」という字がござい

ません。それぞれ目、節、説明欄の「保険」という字を削除していただきたいと思っております

し、お手元の予算書は修正してシールを張らせていただいていますので、よろしくお願いいたし

ます。今後、かかることのないように予算調整課といたしましては十分チェックいたしまして、

目をかえるなどして十分今後予算編成に当たっていきたいと思っておりますので、よろしくお願

いいたします。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 
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○町長（山田 健一君）  前回に引き続きまして、こういうこの件につきましては９月定例会以

降副町長に調査に当たってもらいましたので、先にその報告をさせた後、私のほうから今後の対

応策について答弁をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  佐竹副町長。 

○副町長（佐竹 秀道君）  それでは、９月定例会以降調査をしてまいりましたけども、先ほど

御指摘のように９月の際にはその原因がよくわからないといったような発言もいたしましたけど

も、それ以降本人がよくよく考え直してみたところが、課長自身が議会に提出をいたします資料

を自分でパソコンで打つわけでありますけども、平成２２年度各課の基本的な考え方、これをつ

くりますのに前年度の資料の標題部分、ここを打ち変えて、ちょっと急な所用ができましてそれ

に対応するということになりましたので、それをそのまま登録をしたと。それを経て、今度は提

出をする段階になって、確認をせずにすべて修正をしたというふうに思い込んで、それを集約を

する総務課のほうへ提出をしたと。そうしたことによって、いわゆる思い込みによる本当に単純

なミスであったというふうなことが原因であるというふうに調査をいたしたところでございます。 

 本人は、そうした同じものを出したという意識は全くなかったわけでありまして、ですから委

員会等で説明をするときに、我々が予算査定のときに２２年度の資料によって説明を受けたわけ

でありますけれども、それと同じ内容をその委員会で説明をしてしまったということで、議会に

配布をした資料とは若干異なった説明をしてしまったと、そういう現象が起きておるわけであり

ます。我々もそうしたことに気がつかなければならなかったんですけども、まさかそうした同じ

ものが出ておるというようなことは思いもしなかったものですから、それを見過ごしてしまった

ということによるものであります。２１年度と２２年度の資料が同一であった原因といたしまし

ては、今申し上げたような内容でございますけども、決してその意図的に前年度と同じ内容を出

すということで出したわけではございませんので、その点はどうぞ御理解をいただきたいという

ふうに思います。以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  今説明をいたしましたように、この資料は要するに新年度予算案の査

定をする場合の前提資料として各課に出させている資料であります。したがって、そういう今回

のような事態が起きることがないように、予算の査定は毎年やるわけですから、これから十分そ

こら辺については二重三重のチェックをかけていかなけきゃいけないというふうに思っておりま

す。 

 まず１つは、前段で各課で方針をまとめるときにいろいろ班長を含めて協議をして課の方向を

決めていくと思います。今までは、課長が責任を持ってその方針をまとめて、この査定の段階で

それを提出するということになっておりましたが、提出前にこれからできれば班長、課長補佐、
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こういったメンバーで協議をして、まず課内でのチェックをしてもらって、それを総務課へ提出

をしてもらうと。総務課において、これらを集約をするときに総務課でまたチェックをすると。

そしてその後、副町長査定がありますから、ここで内容等についても十分協議をしてもらうと。

最終的には町長査定がありますから、私が責任を持ってこれから対応すると、チェックをすると

いうことになろうと思いますが、その前段、それから副町長、町長査定、その段階でこうした内

容については各課の内容について十分チェックが働くようにしていきたいというふうに考えてお

りますので、こういったことで本当遺憾な事態を招いたことを改めて皆さんにもおわびを申し上

げながら、再発防止に取り組んでいきたいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  今、いろいろちゃんと報告していただきました。いろいろ複

雑な気持ちもあろうと思いますが、前回こうしてやっておいていただければ別に深追いする問題

でもなかったわけですけど、だれも意図的にやったというとこまでは私も追及しませんが、でも

ちょっとお互い間違いはよくあるんですが、先ほど紙を張りかえられた件もそうなんですが、発

想の転換といいますか、きょう朝から言いますが、ちょっと見る目をかえて、これが本当かなと

思うことはお互いにその都度その都度やっていく必要があるんじゃないかという具合に思います。 

 報告いただけましたので以上で終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○町長（山田 健一君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  それでは、通告いたしました道路環境の整備について質問い

たします。 

 近年、国はもちろんのこと県や市町村も深刻な財政悪化の中で、公共事業の大幅な削減を余儀

なくされております。ところが、１９６０年代からの高度経済成長期に集中して整備された道路

や橋梁、下水道、上水道、公共施設など、そうったものの公共インフラが大量に更新時期を迎え

ております。先ほども、公共施設のお話がございましたけれど、その中で特に私は道路、橋梁に

ついて今回は質問しようと思います。 

 例えば、橋梁の寿命は５０年とされています。全国的に見て一般国道の場合は１５万本の橋梁が

ございます。それで、５０年以上たっているものが２００６年では６％なのですが、２０１６年で

２０％、２０２６年には４７％と急速に増加します。道路は生活するために必要であり、産業の

基盤でもあります。本当に公共インフラの中でも大事なものです。人口減少が進み、国、地方の

財政がますます厳しさを増す中、平生町としてはこの課題にどのように対処されていく予定なの

かを質問したいと思います。 

 具体的に申します。町内でも学校の耐震化工事を進めているように、地震対策は大きな課題と
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なっております。老朽化の進んだ道路や橋梁が地震が来たときに、どんな被害を受けるのかで住

民の安全・安心は大いに左右されます。財政面で考えてみますと、道路の改修や橋のかけかえは

多額の費用が必要です。なるべく早目に修理など必要な手当をして、インフラの寿命を延ばすこ

とも費用対効果の上では有効かと考えます。住民の安全と生活を守り利便性を確保する道路や橋

梁に対して、現在どのような点検や維持管理をしているのか、質問いたします。 

 特に町内では、原付や自転車を利用されている年長者の方や、通学に自転車を使っている学生

が多くいます。また、これから高齢者もふえますとシルバーカーやシニアカーなど使われる方も

ふえてくると思われます。歩道については、先ほど平岡議員がるる質問されておられましたので

割愛しますけれど、安全に通行できる、２輪車が安全に通行できる車道になっているかどうか、

そういった面も含めて道路環境の整備について質問いたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  老朽化の進んだ道路、橋梁の点検、維持管理についてということで、

主に２点御質問があったと思います。 

 まず最初の道路の関連でございますが、国道、県道については定期的にパトロールをして維持

管理をしてもらっております。町道、農道、さらには橋梁とこういったところについては、それ

ぞれ地元自治会等からの要望あるいはまた報告を受けて、点検調査を行って緊急性を判断、優先

順位を判断しながら整備を進めているというのが現状です。特に橋梁について今、５０年以上の

橋梁の話がございましたけれども、今、本町において道路橋の長さが２メートル以上、これが

１５０橋あります。１５０あります。それぞれ地元からのいろんな要望や報告があったものにつ

いて、それぞれ点検調査を行っているのが現状でありますけれども、この多くが老朽化している

というふうに、が進んでいると思われます。これから、今もありましたように早目の手当をする

ことによって、逆に公共インフラの整備にかかる費用というのは、逆に助かるんじゃないかとい

うお話がありましたけれども、計画的に予防的な修繕、あるいはまた老朽化に伴うかけかえとい

うのは必要になってまいりますから、そのための橋梁長寿命化、橋梁の長寿命化修繕計画の策定

に取り組んでまいりたいというふうに思っておりますし、そのための予算措置についても検討し

ていきたいというふうに考えているところであります。こういった、橋梁の点検実施をしながら、

こうした安全を確保をするという一つの大きな役割、使命がございますから、十分そのことにも

配慮しながら対応させていただきたいと思います。 

 それから、２輪車やシルバーカー、あるいはまたそういった高齢者たちを含めて、学生も含め

てそうですが、２輪車の安全確保あるいはまた歩道の整備ということでございますが、これらに

ついても舗装が老朽化すると、いろんな穴ぼこがあいたりですね、段差ができたりこういうこと

でこういった整備が必要になってきますので、その辺は点々舗装をやって年々整備をさせていた
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だいておるという状況です。 

 歩道についても、先ほど平岡議員の質問もございましたけれども、歩道が整備されている町道

が今１７路線、平生町であります。そのうち、きょうの午前中ありましたところを含めて５カ所

は改良が必要なところというふうに判断をしておりますから、この辺もきょう申し上げましたよ

うにいろんな技術的な面もありますけれども、計画的にこの改良整備をこれから進めていかなけ

ればいけないというふうに考えているところであります。 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  今、地元の要望など踏まえて道路とか、橋梁とかを計画的に

整備しているというお話でした。この橋や道路の長寿命化のために日常的な点検やメンテナンス

など維持管理が重要となってくるわけですし、特に橋なんかは素人が見てもわかりにくいところ

が多いにあると思うんです。その中でも今、実際に町内でもこの橋は危なげなという話は出てい

ます。「この橋は危ないけ通らんようにするんじゃがついここを通ってしまうのは、こわごわと

通りよるんだよ」という話も聞きますので、あと道についてもまだ救急車、ああいう救急車両、

消防車とかそういったものがなかなか入りにくいところもまだ数々残っております。そのあたり

も考えながら、この長寿命化のために土木作業員というか、技術員が点検をしていく必要がある

と思います。そういった維持管理者が平生町にもいらっしゃるのかどうか。またその育成と組織

の整備といいますか、そういったものはどうなっているのか、県のサポート事業もあるのではな

いかと思います。先進事例を調べていますと、結構県のサポートを受けているというところもあ

りますから、そういったものがどうしているのか、また橋梁、点検してそれをデータベース化は

して、する予定があるのかどうか、そのあたりをよろしくお願いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  建設課長のほうから答弁をいたします。 

○議長（福田 洋明君）  洲山建設課長。 

○建設課長（洲山 和久君）  それでは、今の御質問についてお答えしたいと思います。 

 まず、県のスキルアップ事業でございます。これは県による橋梁点検の技術研修というのが毎

年ございます。これにつきましては、積極的に参加しております。それで研修の内容ですが、老

朽化した橋梁の点検の仕方、それとか現地のほうへ行って目視で橋梁、老朽化の状況を見ており

ます。言われたように、今の技術的に当然建築課の職員の資格取得状況については１級土木施工

管理技師これが２名、そして２級土木施工管理技師これが２名、これ建築士も別に１級、２級と

いうふうにございます。橋梁の設計になると、果たして１級土木施工管理技師で設計できるのか

どうかというのが非常に難しくなるんじゃないかと思います。当然委託をしていくようになるん

じゃないかというふうなことで、今は思っております。当然、長寿命化修繕計画策定につきまし
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てはデータベース化で、データベースを整理してまいりたいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  公共インフラの整備は本当に重要なこれからの行政の課題と

なってくると思います。先ほど、橋のかけかえなど設計できるかどうかという委託になるんじゃ

ないかというお話もございましたけれど、こういったことを隣接市町と一緒に取り組むという、

広域で取り組むというところもあるというふうに聞いています。あと、県のほうと協力しながら、

そういったところを県のほうに委託する、そういったことも聞いておりますので、それについて

はどのように考えていらっしゃいますか。広域的に取り組むということです。 

 それから、長寿命化計画はつくったものの予算が確保できないというのでは困りますので、実

施可能な計画づくりをもちろん考えていらっしゃると思いますけれど、広域で取り組むとそれだ

け費用対効果も上がりますので、そういったお考えはないのかを最後の質問としたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  建設課長のほうから答弁いたします。 

○議長（福田 洋明君）  洲山建設課長。 

○建設課長（洲山 和久君）  この長寿命化修繕計画につきましては、田布施町につきましては

約１３０橋あって、すべてもう修繕計画２２年度で取り組んでいるそうでございます。これにつ

きましては、平成２５年度までにこの計画をつくり上げていかなければ、県の国の補助に乗って

いかれないということで、当然その最低金額というのがございますけど、一応２５年度までは策

定をするということで、県と広域的にということではなくて、当然町単独という形になるんじゃ

なかろうかと思っております。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  それでは、次に町内の環境美化の取り組みについて質問いた

します。 

 御存じのように平生町民憲章の第１番目に自然を大切にし環境を整え、美しい町をつくります

という項があります。町内の環境美化や環境保全は、住んでいてよかったと思えるまちづくりに

は欠かせない取り組みです。しかし、現実には道端や公園、池や川のほとりなど公共空間へのご

みのポイ捨てや山の中など人目につきにくい場所への不法投棄は依然としてあとを立ちません。

町でもフラワーベルト事業や花いっぱいコンクール、環境パトロールなど取り組んでおられると

ころです。環境美化に取り組まれていることで、その現状分析と課題があればお聞かせください。 

 次に、平成１３年度まで環境衛生推進協議会を中心に、地域ぐるみで一斉清掃が行われていま

した。年に１度ですけど行われていました。中止に至った理由と現在の環推さんの活動をお尋ね

いたします。 
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 また、曽根地区のように地域ぐるみで環境美化に取り組まれているところがあります。一斉清

掃は一応中止されたんですけれど、曽根はそのまま続けておられます。曽根以外に取り組まれて

いる地域があればお聞かせください。 

 以上、町内の環境美化の取り組みの分析と課題、一斉清掃が中止となった理由と環推さんの現

在の活動、地域で自主的に取り組まれている事例を質問いたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  環境美化の取り組みの現状と課題ということで、まず現状で取り組ん

でいる取り組みについて、それと課題、それから環推、環境衛生推進協議会の動きと地域活動の

取り組みということになろうかと思います。 

 まず、環境美化の取り組みですが、１つは環境パトロールはこれ平成１１年度から実施をいた

しておりまして、週１回毎週水曜日に実施をしておりまして、この事業が定着したということも

あって一斉清掃の、平成１４年度から廃止をしているんですが、そのほか理由もありますけれど

も、これが一つの大きな要因になっていることは事実ですが、どうもいつも同じところに不法投

棄といいますか、投棄されているところもありますので、これからの課題とすれば監視体制が必

要になってくるのかなということも今思っているところです。今不法投棄の監視員については、

今県が町に１名委託をしてホットラインで報告をしてもらうというシステムになっているんです

が、１名の方が現在委嘱をされておるという状況です。 

 それから、フラワーベルトの環境美化、植栽事業によって環境美化が続けられております。平

成１２年度からこの事業を行って、今は毎年春と秋の２回植栽事業を実施をいたしておりますが、

最近では中学生もたくさん参加をしてくれておりまして、この意識がかなり広がってきているの

ではないかと思っております。ただ、維持管理の部分でかなりいろんな老人クラブ等にお願いを

している部分もあって、高齢者化が進んでおります。特にまた、そしてまた今年の夏のような暑

い日がずっと続くということになると、なかなか維持管理に苦労されるということで、この辺の

あり方についても十分これから検討していかなければいけない課題だというふうに受けとめてお

ります。 

 あとは、町としてはいろんな広報の活動、不法投棄の禁止、野焼きの禁止等々、広報やお知ら

せ版等を通じて皆さんにお願いをしております。いろんな苦情の件数はやっぱりこの不法投棄と

野焼きが上位を占めておりますので、しっかり事あるごとにまた周知をしていきたいというふう

に思っております。それと、自治会の活動の支援の一環として町としてもいろんな清掃活動等に

ついても支援をさせていただいておるという状況です。 

 それから、環境衛生推進協議会でございますが、これもこの会は昭和４０年にスタートしてお

るわけでございます。活動内容は御承知のとおりでございまして、もう最近では地球温暖化対策
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の分野まで緑のカーテンの普及等にも取り組んでおられるということで、かなり意識的には取り

組みが進んできているのかなというふうに思いますけれども、地域組織といいますか、ありまし

たようにそれぞれ以前はきれいな平生を育てる会、住みよい大野を育てる会、美しい曽根を育て

る会、美しい佐賀を育てる会、それぞれあったわけでありますが、今現在は活動しているのは美

しい曽根を育てる会ということで、御指摘のように地区の一斉清掃等が実施をされているという

ことで、それぞれ地域のまとまりといいますか、そういうものが現実に取り組みが進められてい

るという状況でございます。 

 こういう形での地域組織といいますか、地域のお互いの連帯感というものを大事にしながら取

り組みがされているというのは、非常に大切なことだというふうに思っております。町内の一斉

清掃についても、先ほど言いましたように平成１３年度までは町内で一斉清掃をやってまいりま

した。ただ、環境パトロールを始めたこともありますし、かなり意識的な啓発が図られたことも

あるんですが、かなり家庭から回収ごみ、この環境パトロールで回収するごみの中にも家庭から

出された缶や瓶等がかなり見受けられるというようなことで、事業を廃止した経緯もございます。

環境パトロールじゃなしに、この一斉清掃のときに家庭から出されたものを一緒に回収するとい

うようなことで、この辺についてはそれぞれのやっぱり意識の問題だというふうに思いますけれ

ども、主体的に環境美化に取り組まれる自治会への支援というのを中心にこれからやっていこう

ということで、今まで取り組みを進めております。 

 ただ、今回もこの前の地域でいろいろ懇談会もしましたが、そのときも一斉清掃をやったらど

うかというような話も出されておりました。したがって、ごみが多い少ないということだけの問

題ではなしに、地域ぐるみでこういう取り組みをやるという、まさにきずなづくりといいますか、

そう意味でのこの取り組みの意義といいますか、そういうものもあるのかなという気もしますの

で、ちょうど来年度がこの、やめてちょうど１０年になろうかと思います。１つの節目にもなり

ますので、十分その辺についてもしっかり検討して、また皆さんの御意見等も十分踏まえて対応

を考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  いろいろ取り組まれておられるようで、今の中でちょっと抜

けていたと思われるのが、地域の力発揮事業で天池はすごくきれいになっていますよね。見てい

るともう本当気分がよくて、本当に光輝く平生町にしたいなと思っているんですけれど、片や八

海ため池に目を移しますと、これまた不法のごみ投棄が多くて汚れてます。片や地域で取り組ん

でいらっしゃって、片や八海ため池のほうはなかなか地域での取り組みが難しい、そういった課

題もあると思います。 

 今、町長がおっしゃったように、住民と協働していく、そういった協働していくためにはまず
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地域のきずなをつくらないといけない。そのきずなをつくるためにも、例えば一斉清掃とかそう

いったものをツールに使いながら自治会で取り組む、本当自治会ですので、文字通り自治できる

ような力をつけていかないといけない。そういった力をつけるという方向性、誘導をもって町の

行政側も誘導するような政策に持っていけたらと思っております。そういった中で、一斉清掃も

考えられたらと思いますのと、それから各市町、隣接の田布施、光、柳井なんかを調べてみます

と、特に今田布施が一生懸命この環境美化、美しいまちづくりのためにということで、環境美化

をしております。環境美化ボランティアの活動の推進だったり、それから町内一斉清掃だったり、

それから花壇とかは花いっぱいコンクールだったりするんですけれど、その中で町内一斉清掃の

取り組みは５月の第２日曜日にやられているんですけれど、これは活動内容としては排水路、河

川、道路、公園等の公共施設の土砂、ごみ類等の取り除き収集、雑草等の除草、草刈り、軽微な

補修及び収集物の処理となっております。今まで平生町でやっていた缶拾いは缶拾いごみ拾いだ

ったんですけれど、できれば雑草等草刈り等ができれば、またもっと平生町の中がきれいになる

のではないかなと思いますし、この環境美化ボランティアの活動というのは、役場の近くのハミ

ングロードなんかを町民の力を借りてきれいにしている、そういったこともしておられます。こ

れが毎月第４日曜日午前８時から１時間程度やられております。こういったものも参考にされな

がら、もう一度一斉清掃のことを考えていただけたらと思います。こういった環境ボランティア

に対する意識というのはどういうふうに、町長さんはお持ちでしょうか、お願いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  環境ボランティアといいますか、今でもいろんなそれぞれ御指摘あり

ましたように地域で主体的、自主的に取り組んでいただいて、環境美化に取り組んでいただいて

いるケースはいろんな地域でいろんな形であります。それを、１つの組織としてボランティアの

会みたいな格好でやるかやらないかというのは別にしても、そういう潜在的なこの地域にある力

をしっかり引き出していく誘導していくといいますか、こういう施策というのは必要だろうと思

います。特に先ほども言いましたが、曽根あたりでの取り組みについては、まさに環境ボランテ

ィアの取り組みだろうというふうに思います。そういう地域を本当によくしていこう、明るくし

ていこう、住みよくしていこうという取り組みについては、本当に地域ぐるみで取り組んでいく

大きな価値があるというふうに思っておりますので、先ほど話がありましたように、地域の力発

揮事業のときもそういうかなり意識的に、そういう取り組みについても町として支援をして、バ

ックアップしていこうと。やっぱり前提はまずみんなが一緒にやっていこうという、そういう皆

さんの意思といいますか、そういうものを町としては支援をしていくという格好でこれからもや

っていきたいというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 
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○議員（８番 細田留美子さん）  今曽根の例がございましたけど、本当に曽根は中学校もそれ

から企業も巻き込んで地域ぐるみの一斉清掃に取り組んでおられます。資金面を企業から仰ぎ、

それから協力面を中学校から仰ぐというような形で、非常にうまくいっている例ですね。本当の

誇りを持ってこの活動に取り組んでいらっしゃいまして、頭の下がる思いでございます。こうい

ったモデル地区を町内にしっかり知らせて、それを啓発活動に使われるというのも１つの方法か

と思いますけど、そういったことは考えておられるかどうか、最後に質問いたしまして、私の質

問を終わります。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  先進的な事例といいますか、そういう地域でもそうやって頑張ってお

られることについては、いろんなまた機会を見てそれぞれ周知をしながら、いいことはみんなで

まねをしながらやっていけるような条件づくりといいますか、そういう啓発についても取り組み

を進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  これをもって一般質問を終了いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（福田 洋明君）  次に、行政報告に対する質疑はありませか。河藤泰明議員。 

○議員（１番 河藤 泰明君）  行政報告の中で、行政協力員会議のお話がありましたが、執行

部の方、１週間くらいかけて夜間の時間大変だったと思います。そこに来てくださった協力員の

方たちも忙しい中、大変な忙しい時間に来てくださって本当感謝したいと思います。そこで、た

くさんの意見や情報が行政側からしたら得られたと思うんですけれども、その御意見や情報はど

のように今後処理されていくのか、教えてください。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  総務課長が答弁をいたします。 

○議長（福田 洋明君）  吉賀総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（吉賀 康宏君）  ただいまの御質問でございますが、秋

の会議は先ほど町長申しましたとおり、皆様方の半年、自治会の会長でもございますし、行政協

力員様ということでございますので、いろんな地域での御意見とかをひざを交えて情報交換をさ

せていただく場ということで開催をさせていただきました。内容についてはいろんな御意見、特

に自治会の中の道打ちがやっぱり少子高齢化によってなかなか難しいとか、こちらから情報提供

させていただいた今の火災警報器のそういった内容のこととか、またいろいろな要望等やってお

るが、この要望についてのまだ返答がないとか、いろいろな御意見がございました。 

 先ほどからの御質問でございますが、どういった処理をしておるかということにつきましても、

これも先ほど町長申しましたとおり、やれるものは即座に課のほうで対応させていただいて、即
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座に行政協力員のほうに御連絡なり御相談をさせていただいた事例もございます。 

 また、課題となりまして今後取り組んでいかなくちゃいけないというようなものにつきまして

は、引き続き情報提供をしていただいた行政協力員様のほうに御返答させていただいて、対応を

させていただいたものもございます。いろんなケースございますので、いろんな処理の仕方がご

ざいますが、まずその会議録は即座にこちらのほうで、会議録をペーパーにいたしまして、それ

ぞれの行政協力員さんのほうに早急に通知といいますか、御配布をさせていただいて、内容のも

のについてはお互いに確認をさせていただきながら、取り組んでおりますので、こういったこと

で対応をさせていただいた状況ではございます。 

 先ほど言いましたように、できるものは即座に対応するものもございますし、懸案事項として

今後に取り組んでいかなくちゃいけないものにつきましても、引き続き連携して取り組んでいく

ような体制で今進めておるところでございます。以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  河藤泰明議員。 

○議員（１番 河藤 泰明君）  お答えいただきまして、ありがとうございました。各課とも同

じような処理、対応していただいていると思うんですけれども、僕の勘違いかもしれないんです

けど、出れるときは参加させてもらっているんですけど、毎回同じような内容の御質問とか御意

見が本当多いと感じたんです。ちょっと勘違いかもしれないんですけれども、今日の一般質問の

中でも平岡議員の西浜線、町道西浜線あれも僕が議員にならせてもらって最初くらいの多分一般

質問で吉國議員がされた一般質問とほぼ一緒じゃないかと思うんですね。これもちょっと勘違い

かもしれないですけど、やっぱり言ってこられる方、意見していただける方というのは本当に自

分のことじゃのうて、地域のことを思うて、地域の皆さんの気持ちを受けて参加して発言されて

いますので、行政協力員会議から帰られて「言うちょったど、ほんで町はこうやってくれるけえ

の」って言うたけど、来年もまた同じことになっちょるということをよう聞くからですね。僕の

本当勘違いかもしれないんで、もう一度よくよく精査していただければと思います。 

 あと２点なんですけど、保育園のあり方、あと耐震化。保育園は今いろいろ国のほうでもまだ

決めかねている、方向性が定まっていないというとこで難しいとこだと思うんですけれども、平

生町として町長のお考えですね、保育園をどういう保育園にしたいか。あと耐震化、特に僕が思

うのはこの本庁、今地震が来たら執行部の皆さんはみんなぺちゃんこになると思うんです。この

本庁の耐震化、これ耐えれないだろうというのは恐らく１２年前に見てもこれ地震が来たらやば

いだろうなと思われたと町長思うんです。せっかく今回４期目御当選されて、４期目が始まりま

すので、そういった部分、平生町の町民に対してそういった課題をどうしていきたいかとか、発

言する場が少なかったんじゃないかと思います。この場で、もしよければ、思いがあれば教えて

いただければと思います。 
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○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  保育園の話ですが、これはけさも話をしましたけれども、子育て、子

供の健全育成そのものの対策、あるいはまた保育サービスをしっかりしていきながら、保育環境

にいい影響が与えるように最大限の努力をしていかなければいけないというふうに思っておりま

す。これから、今いろんなお父さん、お母さん方の就労形態というのが以前と大分変わってまい

りましたから、子育てと仕事の両立支援、こういうものもしっかり柱に据えて子育て支援をやっ

ていくと。その前の保育のニーズというのがたくさん今出ておりますから、十分その辺について

も弾力的に対応していけるような保育体制をつくっていきたいということを１つの大きな目標に

掲げて、今いろいろ検討を進めさせていただいておるということであります。 

 それから、耐震化の関係でこの本庁のあり方について、以前ちょうど合併の前の議論のときに、

いろいろ将来どうしていくのかというような協議もした経緯もございますけれども、少し状況を

見て判断をしていこうということで、今日に至っております。したがって、これからの広域圏の

動向等も注視をしながら、あるいはまたこの全体の流れというものも判断をしていきながら、き

ょうも申し上げましたように公共施設の施設整備という一つの、公共施設というのは当然こうい

う役所も含めてに、なってくるわけでございますけれども、この辺についてはやっぱりその辺の

状況を見ながら判断をしていかざるを得ないというふうに思っておりまして、今すぐ対応すると

いうことにはなかなかならんだろうなというふうに思っておりますが、将来的にこのかなり老朽

化しておることはもう間違いありませんので、この辺の公共施設整備の一環としてこの役場庁舎

をどう位置づけていくかということが１つの大きな課題だというふうに受けとめております。 

○議長（福田 洋明君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって行政報告に対する質疑を終了いたします。 

 次に、提出議案に対する質疑に入ります。分割して質疑を行います。まず、議案第１号平成

２２年度平生町一般会計補正予算から、議案第８号平成２２年度平生町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算までの件について一括質疑を行います。質疑はありませんか。平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  国民健康保険事業勘定について質問をいたします。 

 全体を見ますと、いわゆる国保税、保険料が約８％減ってきておると。そして医療費は約８％

ふえていると、こういう状況でお金がないから基金を取り崩して財政のつじつまが合っていると

いう状況になっておると思うんです。これから先、この保険についての見通しをちょっと聞いて

おきたいのと、これだけの差が出ると、提案理由の説明でもしたように町長も特徴的な方向とし

て分析をして触れておいていただくと私どももわかりやすいがなと思うんですが、そういったこ
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とについてちょっとお考えを聞いておく。この事業自身は大変な事態にこれから先なっていくだ

ろうと思うんです。もう保険税収入がどんどんふえるという人口構成ではありませんし、医療費

はこの調子でふえていくと思うんですね。この事業制度全体の見通しも厳しいものになってくる

と思うんですが、これについてお考えをちょっとお伺いしておきたいと思います。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。午後２時５分から再開いたします。 

午後１時４８分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時０５分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。山田町長。 

○町長（山田 健一君）  国保の特別会計に関連をして、将来どういうふうに考えていくのかと

いう運営の基本的な考え方について、今御質問をいただきました。御指摘のように、歳出といい

ますか、保険給付費は療養諸費それから高額療養費等についてかなりどんどんこっちが伸びてく

ると。一方で、けさも指摘をさせていただきましたけれども、一般被保険者の国民健康保険税に

ついては、景気低迷などにより所得割の減少が著しく大幅な減額をいたすものであります。とい

うことで、率直に言ってこれからこういう経済状況の中で、だんだん将来改善をされていくとい

うなかなか楽観的な見通しには立てない状況の中で、これからの国保の運営というのは大変大き

な町村にとっても課題になってくると思います。 

 今、後期高齢者医療の見直し問題も国のほうでいろいろ議論されておりますように、国保のあ

り方についても将来的には広域で、県で運営をしていただくというような形に、流れとしては恐

らく議論としていくんだろうというふうに思いますが、町としてもできるだけこの基金等を含め

てやりくりをしながら今やっておりまして、今年も相当厳しい運営をこれからもしていかなきゃ

いけないだろうというふうに思いますが、本当にこの国県に頼る部分も相当出てくるというふう

に思いますので、十分これからその辺の動向等も、医療費等についてもまだ今年度わかりません

けれども、しっかりそこら辺の情報収集をしながら、現状を踏まえて対応策をこれから考えてい

きたいというふうに思っております。いずれにしてもこれは本当に今回これで１６億円の今予算

になっているわけですから、特別会計としても大変大きな会計ですから、十分その辺を踏まえて

我々も対応していかなきゃいけないというふうに思っております。 

 もうちょっと、提案理由でその辺については踏み込んだ表現がほしかったということであった

かと思いますが、その辺については十分これからも触れていきたいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  今、答弁いただきましたけど、入りと出の差がだんだん大き

くなって基金から繰り入れるということ、基金もいつまでもあるわけではないですから、これが



- 54 - 

どれだけ続くかという分析が当然必要になってくると思うんですよね。８％、８％ですよ。そう

いう点、お互い議会も含めて危機感を持たないとこの制度自身が成り立っていかなくなるのでは

ないかということと。早期に広域化の取り組みは進めていかないと、こんな小さい町で保険料を

値上げしてやっていけるわけないわけですから、そういった取り組みを、積極的な取り組みが必

要だと思います。いずれ、いろんな議会とも行政ともちょっと歩調を合わせながら、この問題に

取り組んでいく深刻な事態だと思いますので、これから先、いろいろな分析をした報告をよろし

くお願いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  答弁はいいですか。ほかに質疑はありませんか。渕上正博議員。 

○議員（６番 渕上 正博君）  ちょっと後期高齢者医療保険料のところでちょっとお聞きをし

たいんですが、特別徴収保険料、マイナスが１,０７０万円、普通徴収保険料がプラスの

５６０万円とこのようになっておりますが、特別徴収保険料そのものはこれは年金から引かれる

わけですよね。これ不景気・景気にどれだけ関係があるんか、僕はようわからんのですが、これ

はこの普通徴収保険料とかみ合いがあるんじゃろうと思うんで、その変のところはどうなってお

るんか、ちょっと説明をお願いをいたしたいというふうに思います。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  町民課長のほうが答弁いたします。 

○議長（福田 洋明君）  安村町民課長。 

○町民課長（安村 和之君）  それではお答えします。後期高齢の保険料につきましては、山口

県の、県の広域連合が当初予算につきましては県の一定割合で算出してきます。町の実態とは違

いまして、これで予算で組んでくれという方向で指示がございまして、今回これを町の実情にあ

わせて補正をしたものでございまして、当初が、特別徴収の割合が７３％と県は見込んでおった

んですが、実質的には６８％ということで、課税所得の減も若干あるとは思いますが、主な原因

としましては県の見込みと町の見込みが違っておるということでございます。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（６番 渕上 正博君）  それともう１個質問をしたんですが、普通徴収保険料がプラス

になっちょるんとの関係はどうなんかいうことをお願いをいたします。 

○議長（福田 洋明君）  安村町民課長。 

○町民課長（安村 和之君）  どうも済みませんでした。当初の見込みより普通はふえておると、

割合が。それで、５００万円ふえておるという状況でございます。パーセントが、当初の割合が

２６.８％、県が示したパーセントが。それで実質が３１.７５％、こういう割合になっています。 

○議長（福田 洋明君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第９号平生町の条例整備に伴う特別措置に関する条例及び議案第１０号平生町育英

基金条例の一部を改正する条例の件について一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１１号第四次平生町総合計画基本構想の策定について及び議案第１２号山口県市

町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更についての件について一括質疑を行います。

質疑はありませんか。田中稔議員。 

○議員（５番 田中  稔君）  第四次総合計画についてお伺いをしたいと思います。 

 基本構想の冒頭、目的にありますように、町の将来像を描き、それからその将来像に向かって

行政と町民がいかに一丸となってその実現に向かって努力していくということは大変重要なこと

だというふうに私も思います。 

 町長はこの総合計画を施政の重要な柱としてお考えのようなので、本日はあえて質問させてい

ただきたいというふうに思います。本基本構想で述べなくてはならないことは、将来の町のある

べき姿と今の現実との乖離をどうやってこの１０年間で埋めていくかということだろうというふ

うに思います。ただし、このときに重要なことは確たる裏づけはないにせよ、財源をどうするか

といったようなめどについて言及しておくべきだというふうに私思っております。そういう意味

で、ぜひともその辺の町長の心構えといいますか、意気込みといいますか、をお話いただければ

というふうに思います。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  基本構想に伴って、もう一つそのあと基本計画を策定をいたしており

ますが、これはもう今までも御説明をさせていただいておりますように、前期、後期と分けてい

きたいと。ついては、いわゆる前期の計画についても一つの数値目標を設定をして対応していく

と。同時に財政的な裏づけも含めて考えていきたいということも申し上げております。その辺に

ついての内容について総合政策課長の角田課長のほうから説明させていただきます。 

○議長（福田 洋明君）  角田総合政策課長。 

○総合政策課長（角田 光弘君）  それでは、お答えさせていただきます。 

 基本構想に関連しまして、計画の実現性を高めるために財源についても言及すべきであるとい

う御質問でございました。御案内のとおり、当然この計画を作成いたしまして、絵にかいたもち

に終わってはいけませんので、財源については確たるものを当然、財源計画については確たるも

のをつくっていくというのが基本でございます。 

 まず、基本構想といいますのは住民と行政が一体となって目指す町の将来像ということで、大
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きく町が目指すこういう町にしたい、特に町民憲章にうたってありますような、そういう基本理

念を実現するために示すものが基本構想であります。その基本構想の下の計画として基本計画が

ございまして、その基本計画の中で今回は前期・後期、２つに分けますけれども、前期５年間に

おけます財政計画につきましては、当然つくっていくようには現在準備をしているとこでござい

ます。さらに、基本計画の下の下部計画に実施計画がございますが、実施計画は基本計画に示さ

れました施策を年度ごとに具現化していくものでございまして、毎年度の予算編成の指針となる

ものでございます。計画期間は３年ということで、毎年ローリングをしながら対応していくとい

うことでございますが、当然実施計画になりますと、その当然財源的な裏づけが必要となります

ので、まず基本計画で５年間の財政計画について作成し、それに基づいて実施計画においてより

具体的な財源めどを立てながら進めていくとそういうふうに考えているとこでございます。以上

です。 

○議長（福田 洋明君）  田中稔議員。 

○議員（５番 田中  稔君）  今お答えは、各年度ごとに各事業目標を定めて、それに必要な

財源を年度ごとにひねり出していくと。こういうふうに受けとめました。ただ、財源という、大

きな財源として町長がよく言われます持続的な安定的な財源ということが、実は私必要なんだろ

うと思うんですよ。年度ごとに考えていくということではなくて、継続的に収入が見込めるよう

な財源をつくり出していくと、こういうことが私必要なんではないかというふうに思います。 

 ですから、せっかく長期計画でございますので、１０年間で何をやっていくんだと、例えば企

業誘致をやっていくんだと。企業誘致はたしかこの基本計画の中に後ろのほうにありますけれど

も、企業誘致というだけでは言葉だけでは何をするかはようわからんと。したがって、どういう

戦略を持って企業誘致をやっていくんだといったところまでちょっと踏み込んで、私は記載すべ

きだというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  御指摘のように、財源確保の必要性というのは当然だと思います。そ

れがベースになって、持続可能な行財政が進展できる。それを確保していく手段というのは、今

置かれておる地方自治体の財源の恒久的財源、これも地方交付税を含めて年々国の動向に左右さ

れておるという状況の中で、毎年財源確保対策を今とっております。その中で今も申し上げまし

たように、財源確保の見通しというのは、今言いましたように毎年やる予算の場合の実施計画に

基づくものと、基本計画５年間というのを今からやりますから、これについては中期的なある意

味では財政計画という形になろうと思います。その辺は今から、今申し上げましたように策定を

させていただくと。 

 企業誘致等についても、具体的にどういう形でやっていくのか、やり方がいろいろあると思い
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ますし、そんなに簡単にどこか企業呼んできて、今言われているような財源確保につなげていく

ことができるのかと、むしろ今いろんな企業誘致やるなら中長期的な目で財源の確保をしていく

ということでないと、短期的にはむしろ町がいろんな優遇措置をしていかなきゃいけないという

ことですから、この辺も十分兼ね合わせて企業誘致のあり方等についても考えていきたいという

ふうに思っております。その辺も十分念頭にありますので御承知おきをいただきたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  田中稔議員。 

○議員（５番 田中  稔君）  私が申し上げましたのは、短期的な財源をどうするかというこ

とではなくて、むしろ今町長がおっしゃいましたように、長期的な目で見て、例えば企業誘致に

したってこれは１年や２年でできるものではないと思います。したがって、どういう戦略でどう

いう業種の企業を引っ張ってくるんだと、戦略が重要だと思うんですよ。特に、これ企業誘致と

いうのは、御承知のようにどこの市町村も考えていることですよね。いってみますと競争をやっ

ていかなくちゃいけないんです。市町村と、ほかの市町村と競争をやっていかなくちゃいけない。

だから、そこには戦略が要るわけですよね。どういう戦略でもって引っ張ってくるといったよう

なことが必要なんじゃなかろうかというふうに思います。そこに出てくるのが、私が再三再四申

し上げます原発というのは一つの有利な条件ではなかろうかというふうに思っております。ぜひ、

御一考いただければというふうに思います。町長、御意見よろしくお願いします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  原子力にかかわる交付金については、当然念頭にあるわけであります

が、それを前提に今、我々が計画を組み立てていくということには、現時点ではならないという

ことでございます。したがって、そういうものも当然念頭に置きながらこれからの財政運営とい

うのは考えていかなきゃいけないというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  ほかに質疑はありませんか。河藤泰明議員。 

○議員（１番 河藤 泰明君）  １年前の一般質問の僕この総合計画について質問させてもらっ

たんですけど、そのときにやっぱり読んでわくわくするものにしてほしいというふうにお願いを

したと思うんです。それで、わくわくでいいことばかりじゃやっぱりないと思うんです。その裏

には、現在の財政状況なんか見てもやっぱりそれぞれのいろんな負担や痛み、そういうものを理

解した上でも、なおわくわくして町民みんながよし一緒に頑張っていくぞという気分にしてもら

うための、これが一番の大もと・根幹になるものだと思うんです。そのために、平生町、法律に

書いてあるから、あらあらやらんにゃいけんという部分があるとは思うんですけど、それにつけ

加えて平生町独自の工夫やいろいろ考えてやられたことがあれば、教えていただきたいと思いま

す。お願いします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 
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○町長（山田 健一君）  総合政策課長が答弁いたします。 

○議長（福田 洋明君）  角田総合政策課長。 

○総合政策課長（角田 光弘君）  それではお答えいたしたいと思います。 

 基本構想に関連しまして、町民にとってわくわくするような計画であってほしいとそういうも

ので、法律の規定に基づく策定のみならず町で工夫していることがあればということでございま

すが、御案内のとおり総合計画基本構想につきましては、申し上げましたように地方自治法第

２条第４項の規定に基づく策定義務が現在まだ残っております。まずそれに基づいて策定すると

いうことがありますが、これ以外といたしましては何より、これから平生町のあるべき姿を描き、

町民の皆様にお示しして、町民憲章に定めております基本理念ですね。「明るく住みよいまちづ

くり」、これを推進するための指針を明らかにする、そういう大きな目標がございます。当然、

それに向かってまちづくりを進めていくということでございます。今回は、将来像の中に「きず

な」という言葉を使っておりますが、今後１０年間における大変大きなキーワードであると思い

ます。やはり、地域コミュニティなどのつながりなんかが少なくなっている状況で、やはり助け

合い、支え合い、そういう連帯感、そういうものを「きずな」という言葉であらわし、人や町が

元気であってほしい、そういう平生であってほしいという思いを込めまして、今回の将来像を定

めております。そういうとこが今回、町の工夫といいますか、そういう思いを持ってつくったと

いうとこでございます。 

○議長（福田 洋明君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。 

 これをもって提出議案に対する質疑を終了いたします。 

 ここで、日程の変更についてお諮りいたします。一般質問、行政報告及び提出議案に対する質

疑が終了いたしましたので、１２月１５日の本会議は休会といたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、日程を変更することに決しました。

したがいまして、本日の議事日程に、日程第１８委員会付託を追加いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．委員会付託 

○議長（福田 洋明君）  日程第１８、お諮りいたします。議案第１号平成２２年度平生町一般

会計補正予算から、議案第１２号山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更に

ついてまでの件については、会議規則第３５条第１項の規定により、お手元に配布の付託表のと
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おり、各常任委員会に付託いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第１２号までの

件については、各常任委員会に付託することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（福田 洋明君）  本日は、これにて散会いたします。 

 次の本会議は、１２月２１日午前１０時から開会いたします。 

午後２時２８分散会 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────── 

平成２２年 第６回（定例）平 生 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                          平成２２年１２月２１日（火曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                     平成２２年１２月２１日 午前１０時００分開議 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 議案第１号 平成２２年度平生町一般会計補正予算 

 日程第３ 議案第２号 平成２２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

 日程第４ 議案第３号 平成２２年度平生町簡易水道事業特別会計補正予算 

 日程第５ 議案第４号 平成２２年度平生町下水道事業特別会計補正予算 

 日程第６ 議案第５号 平成２２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算 

 日程第７ 議案第６号 平成２２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計補正予算 

 日程第８ 議案第７号 平成２２年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

 日程第９ 議案第８号 平成２２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

 日程第10 議案第９号 平生町の条例整備に伴う特別措置に関する条例 

 日程第11 議案第10号 平生町育英基金条例の一部を改正する条例 

 日程第12 議案第11号 第四次平生町総合計画基本構想の策定について 

 日程第13 議案第12号 山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について 

 日程第14 意見書案第１号 福祉医療費助成制度を元に戻し、患者負担の無料化を求める意 

見書 

日程第15 常任委員会の閉会中の所管事務等の調査 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第２ 議案第１号 平成２２年度平生町一般会計補正予算 

 日程第３ 議案第２号 平成２２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

 日程第４ 議案第３号 平成２２年度平生町簡易水道事業特別会計補正予算 

 日程第５ 議案第４号 平成２２年度平生町下水道事業特別会計補正予算 

 日程第６ 議案第５号 平成２２年度平生町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算 

 日程第７ 議案第６号 平成２２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計補正予算 

 日程第８ 議案第７号 平成２２年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算 

 日程第９ 議案第８号 平成２２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 
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 日程第10 議案第９号 平生町の条例整備に伴う特別措置に関する条例 

 日程第11 議案第10号 平生町育英基金条例の一部を改正する条例 

 日程第12 議案第11号 第四次平生町総合計画基本構想の策定について 

 日程第13 議案第12号 山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について 

 日程第14 意見書案第１号 福祉医療費助成制度を元に戻し、患者負担の無料化を求める意 

見書 

 日程第15 常任委員会の閉会中の所管事務等の調査 

   ────────────────────────────── 

出席議員（１１名） 

１番 河藤 泰明君       ２番 大井 哲也君 

３番 岩本ひろ子さん       ５番 田中  稔君 

６番 渕上 正博君       ７番 藤村 政嗣君 

８番 細田留美子さん       ９番 柳井 靖雄君 

11番 平岡 正一君       12番 河内山宏充君 

  13番 福田 洋明君                

  ────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

10番 吉國  茂君 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 藤田  衛君      書記 岩井 浩治君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 山田 健一君  副町長 ………………… 佐竹 秀道君 

教育長 ………………… 高木 哲夫君    会計管理者 …………… 岩見 求嗣君 

総務課長兼選挙管理委員会事務局長 …………………………………… 吉賀 康宏君 

総合政策課長 ………… 角田 光弘君  町民課長 ……………… 安村 和之君 

税務課長兼徴収対策室長 …………………………………………………  弘中 賢治君 

健康福祉課長 ……………………………………………………………… 河野 孝之君 

経済課長兼農業委員会事務局長 ………………………………………… 中本 羊次君 
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建設課長 ……………… 洲山 和久君  佐賀出張所長 ………… 山本 俊明君 

学校教育課長 ………… 福本 達弥君  社会教育課長 ………… 木谷  巌君 

────────────────────────────── 

午前１０時００分開議 

○議長（福田 洋明君）  ただいまの出席議員は１１名であります。定足数に達しておりますの

で、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（福田 洋明君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１０９条の規定により、議長において、平岡正一議員、河内山

宏充議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第１号 

日程第３．議案第２号 

日程第４．議案第３号 

日程第５．議案第４号 

日程第６．議案第５号 

日程第７．議案第６号 

日程第８．議案第７号 

日程第９．議案第８号 

日程第１０．議案第９号 

日程第１１．議案第１０号 

日程第１２．議案第１１号 

日程第１３．議案第１２号 

○議長（福田 洋明君）  日程第２、議案第１号平成２２年度平生町一般会計補正予算から日程

第１３、議案第１２号山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更についてまで

の件を一括議題といたします。 

 本件に関し、１２月１４日の本会議において、関係常任委員会に付託いたしました議案につき、

委員長の報告を求めます。柳井靖雄産業文教常任委員長。 

○産業文教常任委員長（柳井 靖雄君）  産業文教常任委員会の委員長報告を申し上げます。 

 平成２２年１２月１４日の本会議におきまして、本委員会に付託を受けました議案第１号中歳
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出のうち平生町議会委員会条例第２条の規定に基づく所管事項、以下「所管事項」と言わせてい

ただきます。議案第３号、議案第４号、議案第５号、議案第１０号及び議案第１１号中平生町議

会委員会条例第２条の規定に基づく所管事項、以下「所管事項」と言わせていただきます。につ

きまして、１２月１６日、委員会室において町長以下、所管課職員の出席を得て慎重に審議いた

しました。その結果と主だった審議経過を報告させていただきます。 

 まず、採決の結果から申し上げます。議案第３号、議案第４号、議案第５号及び議案第１０号

については、全会一致で承認することにいたしました。 

 また、議案第１号中所管事項及び議案第１１号中所管事項については、賛成多数で承認するこ

とにいたしました。 

 次に、それぞれの主だった審議経過を報告いたします。 

 議案第１号について、初めに、執行部から、体育館倉庫の建替工事に伴う市町村振興協会から

の助成については内示を受けているが、金額が確定した後、３月定例会に補正予算の上程を予定

していること、また、学校建設費の平生小外構等整備の工事内容について補足説明を受け質疑に

入りました。 

林業事業費では、林道大星尾国線伐木委託料はどのような事業かとの質問に対し、林道大星尾

国線の木が茂っており交通に不便をきたすことから、伐木するもので、緊急雇用創出事業を活用

し、６名の作業員を１０日間雇用するものであるとの説明を受けました。 

 また、委託先はシルバー人材センターを緊急雇用の対象としているのかとの質問に対し、広く

見積もりを取りながら事業執行していきたいとの説明を受けました。 

 林業総務費では、有害獣防除柵等設置事業補助金について、防除柵等設置事業だけで十分な対

策となっているのかとの質問に対し、町内の被害状況から見て、この事業だけで十分とは思って

いない。来年度は、狩猟免許の助成や、わなの貸し出し等を検討しているとの説明がありました。 

 学校建設費では、平生小外構等整備の工事請負費について、駐車場を砕石敷にする理由は何か

との質問に対し、進入路を検討していることから、利用形態が確定していないためであるが、予

算の範囲内で整備方法を検討したいとの説明を受けました。 

 阿多田交流館運営費では、備品購入費の展示用ショーケースには、寄贈という文字を入れるの

かとの質問に対し、寄附された方の名前を記載したいとの説明を受けました。 

 議案第３号については、施設管理費の需用費の内容について質問があり、消耗品費については、

仕切弁ボックスかさ上げ材を購入するもの。修繕料については、佐賀配水池および尾国ポンプ所

の残留塩素自動測定装置の電極棒の取りかえ、佐賀配水池の塩素注入機の補修および水道管の漏

水修理であるとの説明を受けました。 

議案第４号については、下水道管理費の過誤納還付金の増額補正の理由は何かとの質問に対し、
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漏水に伴う減免を実施したことによる還付金で、平生小および一般家庭等に要する費用であると

の説明を受けました。 

 議案第５号については、漁業集落排水施設管理費の公共ます設置工事の理由についての質問が

あり、新築予定によるものであるとの説明を受けました。 

議案第１０号については、質疑はありませんでした。 

 議案第１１号中所管事項については、第四次平生町総合計画基本構想を承認すれば、基本計画

案の５２項目の施策についても認めたとみられる。今後、５２項目の施策についても議会と協議

し決めていくのかとの質問があり、具体的な施策については、予算の審議の中で議会のチェック

を受けることになる。製本までに御意見があればいただきたいとの説明を受けました。 

以上が、産業文教常任委員会での付託を受けました議案の審議結果と経過であります。本会議

におかれましても、本委員会の決定どおり承認いただきますようお願い申し上げまして、委員長

報告を終わります。 

○議長（福田 洋明君）  岩本ひろ子総務厚生常任副委員長。 

○総務厚生常任副委員長（岩本ひろ子さん）  本日、吉國委員長が欠席をされていますので、副

委員長である私が委員長報告を申し上げます。総務厚生常任委員会の委員長報告を申し上げます。 

 平成２２年１２月１４日の本会議におきまして、本委員会に付託を受けました議案第１号中歳

入全般並びに歳出のうち平生町議会委員会条例第２条の規定に基づく所管事項、以下「所管事

項」と言わせていただきます。議案第２号、議案第６号、議案第７号、議案第８号、議案第９号、

議案第１１号中平生町議会委員会条例第２条の規定に基づく所管事項、以下「所管事項」と言わ

せていただきます。及び議案第１２号につきまして、１２月１７日、委員会室において、町長以

下、所管課職員の出席を得て慎重に審議いたしました。その結果と主だった審議経過を報告させ

ていただきます。 

 まず、採決の結果から申し上げます。議案第１号中所管事項、議案第２号、議案第６号、議案

第７号、議案第８号、議案第９号、議案第１１号中所管事項、及び議案第１２号については、す

べて全会一致で承認することにいたしました。 

 次に、それぞれの主だった審議経過を報告いたします。 

 まず、議案第１号中歳入全般について、質疑はありませんでした。 

 歳出については、総務費では、一般管理費について、共済費が減額となっている理由について

質問があり、嘱託職員の増加による社会保険料の増額と、共済費負担金率の改定によるものとの

説明を受けました。 

 民生費では、老人福祉総務費について、「認知症対応型共同生活介護施設整備事業」の補助金

額と、財源内訳にある「地域介護・福祉空間整備交付金」の国庫補助金額とが同額であるが、事



- 66 - 

業整備に対する国庫補助の割合はどのくらいなのかとの質問があり、民間の事業所の整備は約６，

０００万円を予定されているが、国の補助基準額の上限額を交付するとの説明がありました。 

 衛生費では、保健衛生費で、提案説明の中で、子宮頚がんなどのワクチン接種事業に伴い、接

種対象者の抽出をするとのことであったが、予防接種事業の中で対象者の抽出をするのかとの質

問があり、健康づくり推進事業費の委託料にある「健康管理システム改修事業」により、対象者

の抽出や今後の管理をしていきたいとの説明がありました。 

 公債費では、減額の理由について質問があり、元金については、平成２１年度の借換債の借り

入れを５月に行ったため、今年度の償還が１１月の１回だけとなったことによるもの。利子は、

２１年度借り入れ分の借入利率の確定によるものとの説明を受けました。 

 議案第２号では、被保険者第三者納付金の補正が計上されていないが、現状はどうなっている

のかとの質問があり、第三者行為求償件数は、現在、ゼロ件であるとの説明を受けました。 

 議案第６号、議案第７号については、質疑はありませんでした。 

 議案第８号については、負担金の後期高齢者医療保険料が減額となる理由について質問があり、

当初予算では、歳入の特別徴収保険料と普通徴収保険料を、広域連合が示した割合で予算組みを

しているが、実績と見込みにより、負担金を減額するものであるとの説明を受けました。 

 議案第９号については、質疑はありませんでした。 

 議案第１１号中所管事項では、人口指標において、定住人口の年齢構成比をどのように想定し

ているのかとの質問があり、少子化を食いとめ、生産年齢人口の増加につながる施策により、転

入人口もふやしていきたい。相対的に、年少人口・生産年齢人口・老年人口の割合がふえていく

ことが今後の流れと考えている。政策的には、子供を産み、育てやすい環境整備、少子化を少し

でも食いとめ、住み良さを実感できるまちづくりの推進で、生産年齢人口をふやしていく思いで、

今回の定住人口を定めているとの説明がありました。 

 さらに、極端に人口減少が予測される地域については、対策を計画するうえで、人口指標の中

で十分注意していかないといけないとの意見がありました。 

 議案第１２号については、質疑はありませんでした。 

 以上が、総務厚生常任委員会での付託を受けました議案の審議結果と経過であります。本会議

におかれましても、本委員会の決定どおり承認いただきますようお願い申し上げまして、委員長

報告を終わります。 

○議長（福田 洋明君）  以上で委員長報告を終わります。 

 これより委員長の報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 
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 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  賛成討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。 

 これより採決に入りますが、分割して採決をいたします。 

 まず、議案第１号平成２２年度平生町一般会計補正予算の件を起立により採決いたします。 

 議案第１号の件に対する委員長の報告は承認であります。委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立多数であります。よって、議案第１号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第２号平成２２年度平生町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算から議案第６号

平成２２年度熊南地域介護認定審査会事業特別会計補正予算までの件を一括起立により採決いた

します。 

 議案第２号から議案第６号までの件に対する委員長の報告は承認であります。委員長の報告の

とおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、議案第２号から議案第６号までの件は、

原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号平成２２年度平生町介護保険事業勘定特別会計補正予算の件を起立により採

決いたします。 

 議案第７号の件に対する委員長の報告は承認であります。委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、議案第７号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第８号平成２２年度平生町後期高齢者医療事業特別会計補正予算の件を起立により

採決いたします。 

 議案第８号の件に対する委員長の報告は承認であります。委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立多数であります。よって、議案第８号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第９号平生町の条例整備に伴う特別措置に関する条例の件を起立により採決いたし

ます。 

 議案第９号の件に対する委員長の報告は承認であります。委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、議案第９号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１０号平生町育英基金条例の一部を改正する条例の件を起立により採決いたしま

す。 

 議案第１０号の件に対する委員長の報告は承認であります。委員長の報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、議案第１０号の件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、議案第１１号第四次平生町総合計画基本構想の策定についての件を起立により採決いた

します。 

 議案第１１号の件に対する委員長の報告は承認であります。委員長の報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立多数であります。よって、議案第１１号の件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、議案第１２号山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更についての件

を起立により採決いたします。 

 議案第１２号の件に対する委員長の報告は承認であります。委員長の報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、議案第１２号の件は原案のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 
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日程第１４．意見書案第１号 

○議長（福田 洋明君）  日程第１４、意見書案第１号福祉医療費助成制度を元に戻し、患者負

担の無料化を求める意見書の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。岩本ひろ子議員。 

○議員（３番 岩本ひろ子さん）  それでは御提案いたしております、意見書案第１号福祉医

療費助成制度を元に戻し、患者負担の無料化を求める意見書につきまして、御説明申し上げま

す。 

 この制度は、昭和４８年から重度心身障害者、母子家庭、及び乳幼児を対象に経済的負担によ

り受診が抑制されることがないよう設けられた制度で、県と市町が助成をし、医療費を無料にし

てきたものです。昨年から山口県は、父子家庭も対象とする一方で、３歳未満の乳幼児を除き医

療費の一部負担金の導入を行ってきたところであります。本町では、これまでと同様に患者の負

担がないよう、県の負担分を肩代わりし、無料化を継続していますが、その影響額は、約

９００万から１，０００万円と試算しており、依然として厳しい財政状況に有る中、現状のまま

では、有料化に対する患者の不安は募るばかりであります。昨年５月に、県から出されたセーフ

ティーネットは、外来の医療費負担が月２，０００円を超えた場合に、その超えた金額を償還払

いで補助するもので、現物給付方式とも矛盾することから、実態にあわない上、全く機能してお

りません。 

また、医療費負担について、がんや慢性疾患の患者さんは長い期間治療を続けることが必要で

すが、高額療養費適用後においても高額な自己負担がかかるため、続けられずに中断する患者さ

んが多いことなど問題視されています。病気にかかりやすい人や経済力の弱い人たちが誰でも我

慢をせずに医療が受けられるよう、安定した、継続性のある制度とするためには山口県と市町の

共同事業として無料化に取り組むことが必要です。 

 よって、山口県並びに山口県議会におかれては、県民支援として定着してきた福祉医療費助成

制度を元の無料化に戻すよう強く要望するものであります。 

以上、福祉医療費を元に戻し、患者負担の無料化を求める意見書につきまして、今回５名の

提出者を代表して、提案いたすものであります。議員の皆様方におかれましては、経過と趣旨 

を御理解の上、適切なる御判断を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わ 

ります。 

○議長（福田 洋明君）  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより提出議案に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 
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 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  賛成討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。 

 これより意見書案第１号福祉医療費助成制度を元に戻し、患者負担の無料化を求める意見書の

件を起立により採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、意見書案第１号の件は原案のとおり可

決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．常任委員会の閉会中の所管事務等の調査 

○議長（福田 洋明君）  日程第１５、常任委員会の閉会中の所管事務等の調査の件を議題とい

たします。 

 会議規則第６７条第１項の規定により、総務厚生常任委員長及び産業文教常任委員長からお手

元に配布の文書のとおり閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。総務厚生常任委員長及び産業文教常任委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。したがいまして、申し出のとおり閉会中の継

続調査とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（福田 洋明君）  以上をもって、本定例会に付議されました案件の審議は全部終了いた

しました。 

 これにて平成２２年第６回平生町議会定例会を閉会いたします。 

午前１０時２８分閉会 

────────────────────────────── 
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